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11月3日、「市制施行66周年・文化の日合併１０周年記念式典」が「みらい」文化ホールで開催されました。
今年の式典では、55人、11団体が表彰され、工藤市長から表彰状と記念品が手渡されました。
ここでは、表彰を受けた皆さんを紹介します。①市民憲章を唱和する列席者

② 工藤市長から表彰状と記念品を贈呈される受賞者
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市制施行66周年・文化の日
合併10周年記念式典
を開催しました

　南河原村との合併から10年の節目を祝う記念式典が併せて開催さ
れました。
　式典では「行田市・南河原村合併10周年記念メモリアルムービー」
を上映。平成18年の合併から今年の田んぼアートギネス世界記録®
認定まで10年間の軌跡を共に振り返りました。懐かしい映像に、列
席者も10年の歳月をかみしめているようでした。映像では、市民へ
のインタビューの様子も上映され、合併してからの変化やこれからの
行田市に期待することが語られました。
　また、忍中学校吹奏楽部による演奏や南河原小学校５年生による合
唱も披露され、「翼をください」「ふるさと」などの演奏に会場の皆さん
も聞き入っていました。最後は、コーラスグループ「まじめな混声合
唱団」による歌唱指導の下、全員で「行田市歌」を斉唱し、式典を締め
くくりました。
　これまでの10年の軌跡を振り返るとともに、新たな一歩を踏み出
す心に残る式典となりました。

～合併から10年の節目を迎えて～
合併10周年記念式典

③

①

④

②

⑤⑥

③ 合併を記念する映像を上映

④ 忍中学校吹奏楽部の皆さん
が迫力ある演奏を披露

⑤ 南河原小学校５年生が美し
い歌声で観客を魅了

⑥ 行田市歌を会場にいる皆さ
んと一緒に斉唱

▶ 問い合わせ　総務課総務法規担当（内線216）



▶問い合わせ　 子育て包括支援センター、赤ちゃん訪問については保健センター☎553―0053
 その他の事業は子育て支援課(内線262)

子育てはお子さんが誕生する前、お母さんが妊娠したときから始まっています。
市では、赤ちゃんの誕生を心待ちにしている家族みんなを出産前から出産後、そして
就学後にかけてその時々に合った支援を行い、全力で応援しています。

切れ目のない支援で
子育て全力応援宣言

フレ！ フレ！

パパ、ママ
フレ！ フレ！フレ！ フレ！

パパパパ、、
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妊娠がわかったら子育て包括支援センターへ

小さなお子さんがいてなかなか外
出できない方は…

学童保育室の整備を進めています

育児の助け合い
～ファミリー・サポート・センター事業～

地域子育て支援拠点でネットワークづくり
　「子育て包括支援センター」を保健センターに開設していま
す。専門知識を持った経験豊かな助産師が「赤ちゃんコンシェ
ルジュ」として、妊娠から出産、産後に至るまでのさまざま
な心配事の相談に乗りアドバイスや支援を行っています。
　気軽にご相談ください。電話での相談も受け付けています。

子どもが急な病気に！でも仕事を休めない…
そんなときには
　病児・病後児保育所では、保護者の就労などにより、病気中
や回復期にあるお子さんの看護ができないときに、看護師と保
育士がお子さんをお預かりします。
　利用には事前の申請と予約が必要です。
　※詳しい内容は17ページをご覧ください。

　市では、就労家庭の小学生のお子さんを放課後
お預かりする学童保育室の整備を進めています。
　今年の4月には児童センター内に「みずしろ学
童保育室」を開室しました。また、平成28年4月
には南小学校内に「南第一学童保育室」を開室する
予定です。
　今後もお子さんを持ちながら保護者が安心し
て働ける環境づくりのため、計画的に学童保育室
の整備を進めていきます。

　ファミリー・サポート・センターでは、育児の
支援をしたい方（協力会員）と育児の支援を受けた
い方（依頼会員）との橋渡しを行っています。※詳
しい内容は25ページをご覧ください。

残業時などの急な保育ニーズに対応します
　保護者の急な仕事や入院などで自宅でお子さんの面倒をみる
ことができないときは、「ショートステイ事業」や「トワイライト
ステイ事業」でお子さんを一時的にお預かりします。預けるには
事前の申請が必要です。利用料金や利用手続きなどは子育て支
援課へ問い合わせください。

　「拠点へ行きたくても小さな子供たちを連
れて外出しづらい」「大勢の中で仲間を作るの
が苦手」そんなママは「こそだて応援訪問事
業」で先輩ママが応援しています。
　子育てに関する知識や経験豊富な相談員
（先輩ママ）が、自宅を訪問して寄り添いなが
ら子育ての悩みや相談に乗ります。
　まずは気軽に電話してください。
▶ こそだて応援専用ダイヤル　070―2796
―8856
▶ 相談受付時間　火曜日を除く午前8時30
分～午後5時

　地域子育て支援拠点（以下「拠点」）は、小学校入学前
までの小さなお子さんと保護者が気軽に遊べる場所で
す。拠点スタッフは、子育ての知識や経験が豊富なの
で、気軽に子育ての悩みもご相談ください。
　また、子育てを応援する講座や保健師などの専門ス
タッフによる相談会も開催しています。

名　　　　称 住　　所 電話番号
地域子育て支援センター
きっずプラザあおい 佐間1―11―13 553―5701

地域子育て支援センター
なごみ 佐間3―20―3 553―6333

つどいの広場　はすのこ 本丸5―10 553―2108

つどいの広場　ひがし 長野2―26―8 556―5231

つどいの広場　みなみかわら 南河原2608―2 557―0977

つどいの広場　さくら 長野1880 552―0556

つどいの広場　さきたま 埼玉4602 559―2500

※利用日時などは、子育て支援課に問い合わせください。

　妊娠は、妊婦の心や体にさまざまな変化をもたらします。
妊娠の経過に合わせ、ご自身や家族の予定を確認しておくこ
とは大きな安心につながります。
　「赤ちゃんウェルカムプラン」を作ると、妊婦健診や里帰り
の時期、胎動の記録の他、家族の予定などを、妊娠中から出
産後5カ月までのプランが一目で見られるようになります。
　妊娠届を提出したら、赤ちゃんコンシェルジュと一緒に「赤
ちゃんウェルカムプラン」を作ってみませんか。

赤ちゃんコンシェルジュと一緒に
 「赤ちゃんウェルカムプラン」を作ろう

赤ちゃんコンシェルジュからのメッセージ

妊娠期出産後4カ月まで乳幼児から就学前まで小学生

　何かとお金がかかる子育て。子育て世帯向けの優待制度を上手に活用し
てみましょう。
パパ・ママ応援ショップ優待制度
　中学生までのお子さんがいる世帯に配布している優
待カードを協賛店で提示すると、特典が受けられる
優待制度です。特典は、協賛店舗ごとにさまざま。
協賛店舗に貼ってあるステッカーが目印です。
　協賛店舗や特典は、検索サイトで検索できます。優待
カードは、子育て支援課で配布しています。
浮き城のまち子育てジョイ事業
　小学生までのお子さんを連れた家族が市内の協賛店舗や
施設を利用すると、さまざまな特典が受けられます。
　協賛店舗に貼ってあるステッカーが目印。協賛店舗や特
典は市ホームページで検索できます。

子育て世帯向けの優待制度で賢く子育て

赤ちゃん訪問に伺います
　保健センターでは赤ちゃんの誕生
後、４カ月くらいまでの間に助産師や
保健師が自宅を訪問する「こんにちは
赤ちゃん訪問事業」を行っています。
　訪問時には、赤ちゃんの体重を測
ります。育児に関することや産後の
お母さんの心配事なども気軽にご相
談ください。なお、利用に当たっては
出生連絡票（はがき）を保健センター
に提出してください。後ほど、訪問
日を調整させていただきます。費用
は無料です。

お得な情報

湯本幸枝さん
自分らしい子育てを楽しみま
しょうね。ささいな心配事で
も電話してください。

菅原弘子さん
マタニティライフを有意義に過
ごされ、笑顔で子育てできる
ようお手伝いさせてください。

大久保恵子さん
妊娠中からの色々な相談をお
受けします。気が付いたとき
にご連絡ください。
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　マイナンバー（個人番号）の「通知カード」を
簡易書留郵便で送付しました。「通知カード」
がお手元に届いていない方はご連絡ください。
また、受け取った「通知カード」は、大切に保
管してください。写真付きの「個人番号カード
（マイナンバーカード）」への切り替えを希望す
る方は、「通知カード」に同封されている申請
書により手続きしてください。
▶問い合わせ　
　市民課個人番号担当（内線242）

　行田市子ども・子育て会議は、子ども・子育て支援の推進
などに市民の皆さんの意見を取り入れるために開催していま
す。このたび、行田市子ども・子育て会議の委員について、
次のとおり募集します。
▶応募資格　次の全てに該当する方
　・ 市内在住の満20歳以上の方で、平日に開催する会議（年

2～ 4回程度）に出席できる方
　・ 子ども・子育て支援に関心を持っている方
　なお、次に該当する方は応募できません。
　（1） 応募日現在、本市の他の審議会などの委員となってい

る方
　（2） 市職員および市議会議員
▶募集人数　2人
▶任 期　委嘱の日から2年
▶ 応募方法　住所、氏名、年齢、性別、電話番号、勤務先
（または学校名）、本市の子ども・子育て支援についての考
え（800字程度）を記入した書類（様式自由）を、平成28年
１月12日㈫（必着）までに持参または郵送で提出してくだ
さい。【持参・郵送】〒361―8601 行田市本丸2―5 行田
市子育て支援課
▶選考方法　書類選考の上、結果は応募者全員に通知します。
▶問い合わせ　同課子育て支援担当（内線262）

　新年の「市報ぎょうだ」1月号は、12月25日㈮に各自治会
長宅または配布役員宅へ配布します。
▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）
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障害者に関するシンボルマーク
　障害者に関連するマークには、障害のある方に配慮した施設であることや、それぞれの障害について分かり
やすく表示しているものがあります。マークの持つ意味を正しく理解し、私たち一人ひとりがマナーと思いや
りを持って、共生社会を実現していきましょう。

マーク 名　称 内　　容

障害者のための
国際シンボルマーク

　障害のある方が利用できる建築物や施設であることを示す世
界共通のマークです。マークの使用については国際リハビリ
テーション協会の「使用指針」によって定められています。なお、
このマークは全ての障害者を対象としたもので、車椅子を利
用する障害者を限定して使用されるものではありません。この
マークの使用や著作権については、財団法人日本障害者リハビ
リテーション協会が管理しています。
・ 問い合わせ　公益財団法人日本障害者リハビリテーション協
会☎03―5273―0601【FAX】03―5273―1523

 身体障害者標識
（障害者マーク）

　肢体不自由であることを理由に運転免許に条件を付された方
が自動車を運転する場合、その肢体不自由が運転に影響を及ぼ
す恐れがあるときに、自動車に表示するものです。このマーク
を付けた車両への幅寄せや割り込み行為は禁止されています。
・ 問い合わせ　行田警察署交通課☎553―0110

 聴覚障害者標識
（聴覚障害者マーク）

　政令に定められている程度の聴覚障害のあることを理由に運
転免許に条件を付されている方が自動車を運転する場合、その
自動車に表示するものです。このマークを付けた車両への幅寄
せや割り込み行為は禁止されています。
・ 問い合わせ　行田警察署交通課☎553―0110

 耳マーク

　聞こえが不自由なことを表すマークです。口元を見せてはっ
きり話したり、筆談でやり取りしたりするなどの配慮が必要で
す。
・ 問い合わせ　社団法人全日本難聴者・中途失聴者団体連合会
☎03―3225―5600【FAX】03―3354―0046

 ハート･プラスマーク

　「身体内部に障害を持つ人」を表現したマークです。体に「内
部障害・内部疾患」というハンディキャップがあっても、外観
からは分からないため、そのような方の存在を視覚的に示し、
理解の第一歩とするため広く利用を呼び掛けています。
・ 問い合わせ　NPO法人ハート・プラスの会
　【FAX】052―718―1581

障害者用駐車場は必要な人のために空けておこう
　障害者用駐車場は、車椅子やつえを使用している方などが自動車のドアを大きく開けて乗り降りできるよう
に作られた駐車場です。最近では、公共施設やショッピングセンター、飲食店など多くの方が利用する施設で
障害者用駐車場の整備が進んでいますが、障害者用駐車場を必要としない方が駐車してしまい、必要な方が駐
車できずに大変困っているという声が寄せられています。 マナーを守り、障害者用駐車場を必要としている方
が利用しやすい環境づくりを進めましょう。

▶問い合わせ　福祉課障害福祉担当（内線266）

12月3日から9日までは障害者週間です
「障害」や「障害のある人」に対する関心と理解を深めましょう

千田　吉雄 氏
（71歳・城西）
元県警視

瑞宝双光章

松本　秀夫 氏
（71歳・南河原）

元さいたま地検事務局長

瑞宝小綬章

田口　英樹 氏
（71歳・持田）
元行田市議

旭日双光章

吉
野
美
の
里
氏
が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　
私
た
ち
の
基
本
的
人
権
の
擁
護
や
自
由
人
権
思
想
の
普
及
な
ど
の
た
め
に
活
動
し

て
い
る
人
権
擁
護
委
員
に
吉
野
美
の
里
氏
（
南
河
原
）
が
新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
は
3
年
で
、
10
月
1
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
ま
し
た
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　

　

 

人
権
推
進
課
人
権
同
和
対
策
担
当
（
内

線
２
２
１
）

吉野 美の里 氏

行田市子ども・子育て会議の
委員を募集します

マイナンバー（個人番号）の
「通知カード」は届きましたか

市報ぎょうだ平成28年1月号は
12月25日に配布します
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市
で
は
、
行
田
市
商
業
振
興
対
策
委
員
会
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
こ
の
委
員
会
は
商
業
振
興
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
答
申
ま
た

は
意
見
を
申
し
立
て
る
た
め
の
機
関
で
す
。

  

こ
の
た
び
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
幅
広
く
反
映
さ
せ

る
た
め
、
次
の
と
お
り
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

▼ 

応
募
資
格
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
満
20
歳

以
上
で
、
平
日
昼
間
に
開
催
す
る
会
議
（
年
1
回

程
度
）
に
出
席
で
き
る
方
。
な
お
、
次
の
方
は
応

募
で
き
ま
せ
ん
。

　
⑴ 

応
募
日
現
在
、
本
市
の
他
の
審
議
委
員
に
な
っ

て
い
る
方

　
⑵
市
職
員
お
よ
び
市
議
会
議
員

▼
募
集
人
数
　
2
人

▼
任
期
　
委
嘱
し
た
日
か
ら
2
年

▼ 

応
募
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職

業
、
電
話
番
号
、
勤
務
場
所
（
ま
た
は
学
校

名
）、
商
業
振
興
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
（
４
０
０

〜
８
０
０
字
程
度
）
を
記
入
し
た
書
類
（
様
式
自

由
）
を
、
平
成
28
年
1
月
15
日
㈮
ま
で
に
持
参
ま

た
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
持
参
・
郵
送
】
〒
３
６
１
―
８
６
０
１ 

行
田
市　

　
本
丸
2
―
5 

行
田
市
商
工
観
光
課

▼ 

選
考
方
法
　
レ
ポ
ー
ト
を
参
考
の
上
選
考
し
、
結

果
は
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
同
課
商
工
振
興
担
当
（
内
線
３
８

　
３
） 行

田
市
商
業
振
興
対
策
委
員
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

明るい選挙啓発ポスター入選作品を紹介します
　行田市明るい選挙推進協議会と行田市選挙管
理委員会が主催する「明るい選挙啓発ポスターコ
ンクール」に、小学生の部159点、中学生の部
3点、合計162点の応募がありました。審査の
結果、小学生の部5点、中学生の部2点、合計7
点が入選(金賞)作品として選ばれました。
　なお、入選作品は次のとおりです。

小学生の部 中学生の部

太田東小学校6年
国井　秋弥さん

太田西小学校3年
金子　由奈さん

太田東小学校5年
江口　美姫さん

太田東小学校6年
蓮見　直樹さん

下忍小学校6年
鈴木　健斗さん

埼玉中学校1年
岩下　知歩さん

太田中学校2年
上原　彩幸さん

▶期 間　平成28年1月20日㈬～ 29日㈮
▶場 所　教育文化センター談話コーナー
▶ 内 容　行田市、加須市、羽生市のポスター
コンクール入選作品の展示
▶ そ の 他　29日は午前のみの展示となります
(月曜日は休館)。

ポスター展示会

ご参加ください
「市政懇談会」

　市民の皆さんの声を聴き、市政につ
いて意見交換を行う「市政懇談会」に
参加してみませんか。
　次の地区を対象に懇談会を開催しま
すので、ぜひご参加ください。

▶開催日時・場所
　 【北河原地区】
　12月24日㈭午後7時～ 8時30分・
　北河原公民館
▶対 象　該当地区に住んでいる方
▶ そ の 他　申し込みは不要です。直
接会場にお越しください。
▶ 問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当
（内線318）

　2月15日北海道札幌市内で、ビルの壁面広告物が強風によ
り落下し、通行人が意識不明の重体となる事故が発生しま
した。
　屋外広告物は雨風、強い日差しなどの厳しい環境にさらさ
れるため、表面上はきれいな看板に見えても、内部で腐食が
進み、落下や倒壊する恐れがあります。また、建物の外壁は、
年数が経過すると老朽化し、ひび割れや浮き上がり、腐食な
どが発生します。そのまま放置すると、外壁の落下を引き起
こす恐れがあります。屋外広告物などの所有者ならびに管理
者の方は、埼玉県屋外広告物条例などに基づき、定期的に汚れ、
さびや破損、部品の有無、照明装置、外壁の老朽化などを点
検し、適切な処置を行うことで安全管理を徹底してください。

▶ 問い合わせ　管理課管理担当☎550―1552または開発指導
課建築指導担当☎550―1551

屋外広告物・建築物などの
安全点検の実施をお願いします

行田市ＣＭコンテスト入賞作品が決定しました　第3回

　本市の観光スポットや魅力を表現した60秒程度のＣＭを全国から募集し、入賞作品を公式Ｐ
Ｒ動画として活用する「第3回行田市ＣＭコンテスト」。市内外から21作品もの応募をいただき、
次の4作品が入賞作品として選ばれました。
　どの作品も本市の特徴を個性的に表現しています。入賞作品は、市ホームページ「ぎょうだ動
画チャンネル」で配信していますので、ぜひご覧ください。

最優秀賞 優秀賞

▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

「歴史をつむぐ」　岡本　泰宏さん

「そうだ行田　またいこう」　ＹＵＫＡさん

「遊びにおいでよ行田市！」中野　森
しん
さん

「ＨＡＮＩＮａｖｉ―ハニナビ―」野口　亮太さん

審査委員
特別賞

▶問い合わせ　選挙管理委員会(内線219)
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市役所・南河原支所
12月２９日（火）～１月３日（日）
※ 1月3日(日)の日曜開庁は休業となりますのでご注意ください。
※ この期間は自動交付機も停止します。

▶問い合わせ　企画政策課企画・改革担当(内線309・311)
　　　　　　南河原支所 ☎557－0001

総合福祉会館「やすらぎの里」
社 会 福 祉 協 議 会 12月29日（火）～１月３日（日）
総 合 福 祉 会 館 貸 館 12月28日（月）～１月３日（日）
機能回復訓練（訓練室） 12月27日（日）～１月４日（月）
機能回復訓練（プール） 12月25日（金）～１月７日（木）

▶問い合わせ　行田市社会福祉協議会☎557－5400

福祉関係の施設
老人福祉センター「大堰永寿荘」 12月28日（月）～1月5日（火）
老人福祉センター「南河原荘」 12月28日（月）～1月5日（火）
障 害 者 福 祉 セ ン タ ー 12月29日（火）～1月3日（日）
児 童 セ ン タ ー 12月28日（月）～1月4日（月）
学 童 保 育 室 12月28日（月）～1月4日（月）
き っ ず プ ラ ザ あ お い 12月29日（火）～1月3日（日）

▶問い合わせ　老人福祉センター「大堰永寿荘」☎557－2486
　　　　　　老人福祉センター「南河原荘」☎557－2105
　　　　　　障害者福祉センター ☎553－2181
　　　　　　児童センター ☎554－5706
　　　　　　学童保育室は子育て支援課へ（内線262）
　　　　　　きっずプラザ あおい ☎553－5701

市役所および関連施設の年末年始の休業・休館

教育関係の施設
中 央 公 民 館 12月28日（月）～1月4日（月）
図 書 館 12月28日（月）～1月4日（月）
教 育 研 修 セ ン タ ー 12月29日（火）～1月3日（日）
郷 土 博 物 館 12月28日（月）～1月4日（月）
地 域 公 民 館 12月28日（月）～1月4日（月）

▶問い合わせ　中央公民館 ☎556－2649
　　　　　　　図書館 ☎556－4227
　　　　　　　教育研修センター ☎556－6458
　　　　　　　郷土博物館 ☎554－5911

スポーツ関係の施設
総合体育館
総合公園（野球場、庭球場、弓道場）
富士見公園（野球場、庭球場）
門井球場

12月28日（月）
　　～1月3日（日）

市民プールおよび市民プール会議室 12月24日（木）
　　～1月7日（木）

▶問い合わせ　行田グリーンアリーナ ☎553ー3377
　　　　　　　市民プール ☎555ー2455

コミュニティー関係の施設
コミュニティセンターみずしろ

12月29日（火）～1月3日（日）コミュニティセンター南河原
婦 人 ホ ー ム

▶問い合わせ　地域づくり支援課（内線253）

その他の施設

産 業 文 化 会 館 12月29日（火）～ 1月3日（日）
※12月27日(日)は館内消毒のため臨時休館

は に わ の 館 12月27日（日）～ 1月5日（火）
シルバー人材センター 12月29日（火）～ 1月3日（日）

古 代 蓮 会 館
12月26日（土）～ 1月4日（月）
※１月１日（金）は迎春企画のため午前６時から
　９時まで特別開館

古 代 蓮 の 里 売 店 12月26日（土）～ 1月4日（月）
古 代 蓮 の 里 う ど ん 店 12月26日（土）～ 1月5日（火）

▶問い合わせ　産業文化会館 ☎556－6371
　　　　　　　はにわの館 ☎55９－4599
　　　　　　　行田市シルバー人材センター☎556－5221
　　　　　　　古代蓮会館 ☎559－0770
斎場

12月
28日
(月)

12月
29日
(火)

12月
30日
(水)

12月
31日
(木)

1月
1日
(金)

1月
2日
(土)

1月
3日
(日)

火葬 ○ ○ ○ ○ × × ○

式
場

告別式 ○ ○ ○ ○ × × ×

通夜 ○ ○ ○ × × × ○

※○印は行う業務、×印は休業となる業務
▶問い合わせ　市民課（内線242）

市内循環バス
運 休 期 間 12月29日（火）～1月3日（日）

▶問い合わせ　地域づくり支援課（内線252）

水道業務
休 業 期 間 12月29日（火）～1月3日（日）

▶問い合わせ　水道課 ☎553－0131

環境課関係の業務

可 燃 ご み
12月29日（火）～1月3日（日）
※12月30日（水）は全地区臨時収集
　します

不 燃 ご み
12月29日（火）～1月3日（日）
※火・金曜日に収集している地区は　
　12月30日(水)に臨時収集します。

粗大ごみ・有害
ご み・ 資 源 物 12月29日（火）～1月3日（日）

※ごみ収集日は地区により異なりますのでご注意ください。
▶問い合わせ　環境課 ☎556－9530

V I V A ぎ ょ う だ 12月28日（月）～1月4日（月）

▶問い合わせ　VIVAぎょうだ ☎556－9301

商工観光関係の施設
商 工 セ ン タ ー

12月29日（火）～1月3日（日）観 光 案 内 所
ぶ ら っ と ♪ ぎ ょ う だ

▶問い合わせ　商工観光課（内線382・383）

競技種目 対　　象 スタート時間 参加料 定　員

ハーフ

男子39歳以下の部（高校生含む）

午前9時30分

3,500円
高校生
1,500円

2,000人

男子40歳代の部　

男子50歳代の部　

男子60歳以上の部　

女子39歳以下の部（高校生含む）

女子40歳代の部　

女子50歳以上の部　

10km

男子39歳以下の部（高校生含む）

午前9時20分 1,000人

男子40歳代の部

男子50歳代の部

男子60歳以上の部

女子39歳以下の部（高校生含む）

女子40歳代の部　

女子50歳以上の部　

 5km

男子39歳以下の部（高校生含む）

午前9時10分

3,500円
高校生
1,500円

中学生
500円

ー

男子40歳以上の部

女子39歳以下の部（高校生含む）

女子40歳以上の部　

男子中学生の部

女子中学生の部

 1km

小学6年生男子の部

午前8時50分

500円 ー

小学5年生男子の部

小学4年生男子の部

小学6年生女子の部

午前9時
小学5年生女子の部

小学4年生女子の部

ジョギング

第32回行田市鉄剣マラソン大会参加者募集
　古代蓮の里公園を会場に、埼玉古墳群を走り抜けるコースで
開催します。
　また、ゲストランナーに増田明美さん（スポーツジャーナリ
スト）をお迎えする他、さまざまな企画を用意していますので、
ぜひご参加ください。

▶日 時　平成28年4月3日㈰※雨天決行
　　　　　　午前8時10分から開会式
▶場 所　古代蓮の里からさきたま古墳公園を含む周回コース

▶申込方法
【振替払込】所定の｢払込取扱票｣に全て記入の上、
最寄りのゆうちょ銀行・郵便局で参加料を添えて
申し込みください(必ず1人1枚使用してください)。
※ 振込手数料として130円が掛かります。
【インターネット】大会ホームページ(http://
tekken-marathon.jp/)から申し込みください。
参加料などの支払い方法は、ホームページに記載
しています。
※ 定員になり次第申し込みを締
め切ります。

【2次元バーコード】携帯電話
からも申し込みできます。

▶申込締切
　【振替用紙】12月18日㈮まで※当日消印有効
　【インターネット】平成28年1月29日㈮まで
▶注意事項
　・大会当日の参加申し込みはできません。
　・ 参加申し込み者に対して、事前に計測チップ・

ナンバーカードなどを送付します。
　・ 駐車場はありませんので、ＪＲ行田駅もしくは

総合公園からの送迎バスをご利用ください。
▶主 催　行田市体育協会
▶ 共 催　行田市、行田市教育委員会、(公財)行
田市産業・文化・スポーツいきいき財団

▶問い合わせ　スポーツ振興課振興担当☎556―8336

※ 対象は大会日を基準とします。ただし、小・中学生、高校生は
進級学年とします。

　 例申し込み日現在、小学6年生の児童は中学1年生としての申
し込みになります。

▶ 制限時間　ハーフマラソンの部は２時間30分、10キロメート
ルの部は１時間30分、５キロメートルの部は40分(いずれも
ゴール地点）

　※ ハーフマラソンの部は、9キロメートル地点(スタートから1
時間5分)、16キロメートル地点(スタートから1時間55分)
で通過制限時間を設定します。制限時間後は、交通規制を解
除するため、レースの継続はできません。

▶ 表 彰　各部門1位～ 5位に賞状、賞品(ジョギングの部を
除く)※完走者には、完走記録証を即日発行します。

（　　　     ）

（　　　     ）
（　　　  ）
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　近隣市で凶悪な事件が発生し、警察、行政からの情
報発信について議論が進められています。市では行田
警察署などからの情報をもとに、防災行政無線による
市内全域への広報を実施するとともに、皆さんの携帯
電話、スマートフォンおよびパソコンにＥメールで情
報を配信するサービスを実施しています。
　この機会にぜひ登録して、地域での防犯対策などに
お役立てください。
▶配信する情報　
　 【犯罪・不審者情報】子どもや女性を狙った犯罪情
報、街頭犯罪情報、振り込め詐欺情報、不審者情報
など
　 【防災・危機管理情報】地震・台風などの防災情報、
健康被害の予防に関する情報など
　【火災情報】火災発生地、火災の内容など
▶ 登録方法　配信を希望する方は、事前にドメイン
「＠mpme.jp」および「＠city.gyoda.lg.jp」が受信で
きるように設定し、携帯電話またはパソコンから次
のメールアドレスへ空メールを送信してください。
利用者登録用ＵＲＬが返信されますので、アクセス
し登録してください（携帯電話で二次元バーコード
を読み込んで登録することもできます）。
　【犯罪・不審者、防災・危機管理情報】
　gyoda.bouhan@mpme.jp
　
　【火災情報】
　gyoda.kasai@mpme.jp

▶注 意　
　・ 登録料および情報料は無料ですが、インターネッ

ト接続やＥメールの受信などにかかる費用は、利
用者の負担になります。

　・夜間にメールが配信される可能性があります。
　・ 皆さんの防犯対策に役立てていただくことを目的

としています。被害者のプライバシーや捜査など
に支障のある内容は、配信を見合わせることがあ
ります。

　・ 機種により利用できない場合があります。登録
フォームにアクセスできない機種での登録、登録
内容の変更、登録の解除を希望の方は、防災安全
課防犯対策担当へご連絡ください。

▶ そ の 他　防犯に関しては埼玉県警察のメールマガ
ジン「犯罪情報官ＮＥＷＳ」、防災に関しては埼玉県
が配信している「埼玉県防災情報メール」もありま
す。併せてご活用ください。
▶問い合わせ　同課防犯対策担当（内線283）

▶場 所　　中央公民館第２学習室（「みらい」内）
▶対 象　　市内在住・在勤の方
▶定 員　　各５０人
▶受 講 料　　無料
▶そ の 他　　「土づくりから始める家庭菜園」に参加する方は、軍手を持参してください。
▶申し込み　　１２月１７日㈭午前９時から直接同館窓口(電話受け付けは、翌日午前９時から)
▶問い合わせ　　同館☎556―2649

▶ 日 時　平成28年1月18日㈪午後2時～
4時（午後1時30分から開場）
▶場 所　商工センターホール
▶ 内 容　講演「コミュニケーション力

りょく

トレー
ニング」①ストレスを溜めない生き方・考え
方②上手に人の話を聴く方法
▶ 講 師　高倉恵子さん（埼玉カウンセリン
グセンター代表理事）
▶定 員　20人（先着順）
▶ そ の 他　市民けんこう大学・大学院およ
び行田市民生委員・児童委員連合会と合同
開催となります。
▶ 申し込み・問い合わせ　1月8日㈮までに電
話で保健センター健康づくり支援担当（市役所
内・内線378）

きもちリフレッシュ講演会
コミュニケーション力

りょく

トレーニング講座

　アライグマは、1970年代
に海外からペットとして多
く輸入されました。しかし、
飼いきれなくなって野外に
放たれたり、器用な手先を
使っておりから逃げ出した
りするケースが続出しました。繁殖力も強く、日本に
は天敵がいないことから、既に多くの都道府県で自然
繁殖しています。このことから、国はアライグマを特
定外来生物に指定し、市では捕獲を行っています。
　市内でも、わずかな隙間(5センチメートル程度)か
ら家屋へ侵入されたり、農作物が食べられたりするな
どの被害が起こっています。アライグマによる被害に
遭った場合は、環境課までご相談ください。※アライ
グマ以外の野生鳥獣(ハクビシン、カラスなど)は、市
では捕獲できません。その場合は埼玉県ペストコント
ロール協会(048―854―2890)にご相談ください。
▶特 徴　
　・眉間に黒いすじ
　・耳は大きく、白い縁取り
　・尾は長く、しま模様
▶問い合わせ　同課環境政策担当☎556―9530

　小学校や地域に密着した交通安全活動を実践し、交通
事故のない「安心・安全な行田」のために活動しませんか。
▶応募資格　次の全てに該当する方
　・20歳以上65歳未満の健康な方
　・市内の交通安全のため熱意を持って勤務できる方
▶活動内容　
　・小学校登校時における立哨指導
　・子どもや高齢者対象の交通安全教室
　・市の行事やイベントでの交通事故防止活動
▶任 期　平成28年2月1日から2年間
▶待 遇　
　・条例に基づき、報酬（月額27,000円）を支給します。
　・制服を貸与します。
▶ 申し込み・問い合わせ　直接または電話で防災安全課
交通担当（内線284）

▶ 利用期間　平成28年4月1日～平成29年3
月31日（予定）の1年間

▶ 利用可能団体　市内の団体（代表者が市内在
住であること）
▶ ロッカーのサイズ　高さ約81センチメート
ル、幅約52センチメートル、奥行約38セ
ンチメートル
▶利 用 料　無料
▶そ の 他　
　・利用できる数は、各団体原則1つです。
　・ 利用団体は、利用期間終了までに鍵を地

域づくり支援課に返却してください。
　・ 毎年度、募集および抽選を行い、利用団

体を決定します。
▶ 申し込み　12月1日㈫～ 25日㈮に直接また
は電話で団体名、代表者、住所、電話番号
を地域づくり支援課に伝えてください（市役
所開庁日の午前9時～午後5時に限ります）。
※申込団体には、後日結果を通知します。
▶問い合わせ　同課協働推進担当（内線253）

講 座 名 日 時 内 容 講 師

土づくりから始める家庭菜園
～ぼかし肥料を作る～

平成28年2月10日㈬
午後1時３０分～３時

　春から家庭菜園を始める準
備として、米ぬかなどを発酵
させる肥料作りを学びます。

吉田　清人さん
（㈲吉田農機代表取締役社長）

それでもあなたはだまされる
～銀行から見た金融詐欺の形～

平成28年2月24日㈬
午後１時３０分～３時

　市内でも多発する金融詐欺
被害を、どうしたら防げるか
銀行での対応を交えて学びま
す。

松本　里夫さん
（一般社団法人埼玉県銀
行協会事務局長）

アライグマに
ご注意ください

第二弾　中央公民館　市民セミナーに参加してみませんか第二弾　中央公民館　市民セミナーに参加してみませんか第二弾　中央公民館　市民セミナーに参加してみませんか

浮き城のまち安全・安心情報メール配信サービスの登録を受け付け中
コミュニティセンターみずしろの
ロッカー利用申し込みを
受け付けます

交通指導員を募集します
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　安心・安全な行田を担う消防職団員が一堂に会し、市民の
皆さんと共に一年の安全を願い、防火防災思想の普及と消防
職団員の結束を図ることを目的として「行田市消防出初式」を
実施します。
▶日 時　平成28年1月9日㈯正午開始
▶場所・内容
　【産業文化会館前・市役所玄関前】
　　開会式、消防職団員による各種訓練
　【水城公園】
　　消防車および防災ヘリコプターによる一斉放水

▶そ の 他
　・ 当日は消防車がサイレンを鳴らしながら走行しますので、火災と間違わな

いようご注意ください。
　・通行止め時間帯は、付近の公共施設の駐車場は利用できません。
　・ 午後2時30分ごろから3時15分ごろにかけて、水城公園において一斉放水

を行います。付近にお住まいの方は洗濯物などに水がかからないようご注
意ください。

▶問い合わせ　消防本部総務課☎550―2120

▶日 時　12月19日㈯午前10時～午後5時　
▶ 内 容　賃金、残業代、解雇、セクハラ、違法派
遣問題などの労働相談です。　

▶方 法　電話による無料相談　
▶相談電話番号　0120―610―787　
▶主 催　全国青年司法書士協議会　
▶問い合わせ　司法書士鈴木☎048―969―5511

　市では、公共下水道・合併処理浄化槽の効率的な
整備を図るため、平成22年3月に策定した「行田市
生活排水処理基本計画」の見直しを進めています。
　このたび、変更案がまとまりましたので、市民の
皆さんから広く意見を募集します。
▶募集期間　平成28年1月12日㈫～ 2月12日㈮
▶ 閲覧場所　下水道課、環境課、市政情報コーナー
※市ホームページからも閲覧可
▶ 意見提出方法　住所、氏名、電話番号を明記の上
（様式自由）、持参、郵送、ＦＡＸ、Ｅメールの
いずれかの方法で提出してください。【持参・郵
送】〒361―0038 行田市前谷1―1 行田市下水
道課【ＦＡＸ】553―0791【Ｅメール】gesui@city.
gyoda.lg.jp
▶問い合わせ　下水道課工務担当☎564―0303

　消防本部では、住宅用火災警報器の設置率向
上を図るために、アンケート調査を実施します。
消防職員が任意抽出した世帯を訪問しますので、
ご協力をお願いします。なお、訪問時には必ず
身分証明書を提示しますので、ご確認ください。
消防署が特定の業者に依頼して住宅用火災警報
器を直接販売することや、部屋に入っての確認
や点検は一切行いません。悪質な訪問販売など
も報告されていますので、ご注意ください。
▶調査期間　12月1日㈫～平成28年3月31日㈭
▶問い合わせ　消防本部予防課☎ 550―2121

住宅用火災警報器設置に関する
アンケートにご協力を

火災に遭われた方へ
民間賃貸住宅の家賃一部を補助します

第3期納期限　12月25日㈮
　受益者負担金は、下水道供用開始となった時点
で、使用の有無を問わず土地の面積に応じて賦課
されます。この負担金の納付には便利な口座振替
をご利用ください。また、期限内の納付が困難な
場合は、納付相談をご利用ください。
　なお、負担金賦課区域内の土地で売買・相続な
どにより受益者の変更があった方は、下水道課ま
でご連絡ください。
▶ 問い合わせ　同課業務担当☎564―0303（前
谷1―1・水道庁舎内）

　市では、火災により自宅などを焼失し、緊急に別の住
まいを必要とする方（世帯主）へ、民間賃貸住宅をあっせ
んする他、家賃の一部を補助しています。
▶要 件
　・ 火災の原因がその世帯に属する方の故意によるもの

でないこと
　・火災発生時、市内に住所を有していたこと
　・生活保護を受けていないこと
　・ その世帯に属する方全員が市税を滞納していないこと
▶ 補助金の限度額
　【一人世帯】月額37,000円
　【二人以上の世帯】月額44,000円 
　※ 敷金および礼金などを除きます。また、月の途中で

賃貸借契約を締結および解約し、家賃額が日割り計
算された場合は、その額と補助限度額を同じ日数で
日割り計算した額のいずれか低い額を補助します。

▶ 補助金の申請期限　火災により被害を受けた日から3
カ月以内
▶ 補助金の交付期間　賃貸借契約を締結した日から起算
して3カ月以内
▶ そ の 他　申し込み時の提出書類など詳細については、
市ホームページを参照するか、電話で問い合わせくださ
い。
▶ 問い合わせ　建築課住宅管理担当☎ 550―1554

　市では、市民の皆さんから寄せられた道路などの整
備に関する種々の要望の事業化に当たり、より公平
性・透明性を確保し、かつ効率的な事業執行が図れる
よう、「行田市生活道路等整備事業評価システム」を導
入しています。
　なお、事業評価の結果について、次の場所で閲覧で
きます。
▶ 閲覧場所および内容　
　 【道路治水課】生活道路や生活排水路の整備要望に関
する事業評価
　 【農政課】農道や農業用用排水路の整備要望に関する
事業評価
▶問い合わせ　
　・ 道路新設改良については道路治水課道路建設担

当、道路維持修繕について
は同課維持補修担当、排水
路整備については同課治水
担当※いずれも☎550―
1553

　・ 農道や農業用用排水路整備
については農政課耕地担当
（内線388）

平成28年度の行田市生活道路等
整備事業評価が閲覧できます下水道事業受益者負担金を

お支払いの方へ

平成 28 年消防出初式

行田
市役所

コミュニティセンター
みずしろ

商工センター

水城公園

国道1
25号

至加須

至熊谷

通行止め時間帯
　　 午前11時50分～午後2時50分
　　 午後2時15分～3時15分

通行止め時間帯
　　 午前11時50分～午後2時50分
　　 午後2時15分～3時15分

昨年の出初式の様子

行田市生活排水処理基本計画（変更案）に
対する意見を募集します

全国一斉
労働トラブル110番
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医療費助成制度の受給資格登録申請はお済みですか

※いずれの制度も平成28年1月以降の申請には、次のものが必要です。
　・ 個人番号カード、または通知カードおよび運転免許証などの顔写真付きの公的な証明書など。なお、ひとり親家庭等医療費助
成制度を除き、代理人が申請することも可能です。その場合は事前にご連絡ください。

▶受給資格の始期
　 　原則、申請日です。ただし、出生、転入の日から15日以内に申請があった場合には、出生日、転入日が始期になる
などの特例があります。

　※ 年末年始(12月29日㈫～平成28年1月3日㈰)の間に出生届を提出する方で、出生日から15日目が年末年始の閉
庁日である場合、1月4日㈪が出生日を受給資格の始期とすることができる日となりますのでご注意ください。

▶医療費助成できないもの
　・日本スポーツ振興センターの「災害共済給付制度」に該当するもの
　・保険外(予防接種、定期健診など)および他の制度(公費負担医療など)に該当するもの
　※加入している保険組合などで支給される高額療養費・附加給付金があるときは、その額を差し引いて支給します。
▶問い合わせ　保険年金課医療担当(内線226）

制度名 対　　象 助成内容 手続きに必要なもの

子ども医療
費助成制度

通院・入院共に15歳に達する日以後の最初の3月31
日まで

医療費の一
部負担金お
よび入院時
の食事療養
標準負担額

・健康保険証(お子さんの名前が記載されているもの）
　※ 出生の場合は、お子さんの保険証ができるまで日

数がかかります。先に登録申請をしてください。
後日、保険証ができましたら持参してください。

・保護者名義の預金通帳
・印鑑(朱肉を使用するもの)
　など

重度心身障
害者医療費
助成制度

① 65歳未満で、次の要件に該当する心身障害者と
なった場合

・身体障害者手帳1級～3級の方
・療育手帳Ⓐ・A・Bの方
・ 精神障害者保健福祉手帳１級(精神病床への入院
費用を除く)の方

② 65歳未満で後期高齢者医療制度の障害認定を受け
られる状態にある方で、65歳以上で埼玉県後期高
齢者医療広域連合などの障害認定を受けた方

医療費の一
部負担金

・障害者手帳
・健康保険証
・預金通帳
・印鑑(朱肉を使用するもの)
　など

ひとり親家
庭等医療費
助成制度

・ 母子家庭、父子家庭、養育者家庭、父または母に
一定の障害のある親と子(18歳に達した日の属す
る年度の末日まで。ただし、一定の障害がある場
合は20歳未満)

・所得制限あり

医療費の一
部負担金
(市民税課税
の場合、自己
負担金あり)

・健康保険証
・預金通帳
・印鑑（朱肉を使用するもの）
　など

古代蓮の里イルミネーション2015のBESTエリアに投票しよう
　古代蓮の里では、駐車場入り口のケヤキをはじめ古代蓮
会館のタワーなどさまざまなエリアにイルミネーションを
施しています。今年は、皆さんのお気に入りのエリアを投
票していただき、抽選で23人に古代蓮の里売店のお買い
物券をプレゼントする企画を実施します。ぜひ、会場に足
を運んで投票してください。

▶投票期間　12月1日㈫～平成28年1月11日㈪
▶投票エリア　
　・シンボルツリー（駐車場入口のケヤキ）　
　・世界の蓮園（スワン、フラミンゴなど）
　・古代蓮会館タワー　　　　　　　　　
　・古代蓮会館内
▶ 投票方法　古代蓮の里に設置された投票箱に必要事項を
記入した投票用紙兼アンケート用紙を投

とうかん
函してください。

※投票は1人1投票とします。
▶古代蓮の里売店お買い物券
　【1位エリア投票者】3,000円分（1人）

　【2位エリア投票者】2,000円分（2人）
　【上記当選者を除く】500円分（20人）
▶ 結果発表　2月2日㈫～ 28日㈰（当選者は発送をもっ
て発表とさせていただきます）

▶主 催　古代蓮の里イルミネーション推進協議会
▶ そ の 他　詳細は、市ホームページを参照するか、同協
議会事務局に問い合わせください。

▶問い合わせ　同協議会事務局（都市計画課内・内線5602）

昨年のイルミネーション

交通遺児等援護金を給付します

▶ 対 象　県内に在住する乳幼児ならびに小・中・
高等学校および各種学校などに在学する平成９年４
月２日以降に生まれた交通遺児等で、次の表に掲げる
世帯に属する方

▶ 給 付 額　遺児１人につき年額10万円
▶ 給付時期　平成28年４月末日(「給付決定通知書」を
　送付します）
▶ 申し込み　市役所、学校などにある「交通事故被害
者のご家族への援護金のしおり」を参照し、平成28
年１月29日㈮までに申請書類をみずほ信託銀行浦
和支店(〒330―0063 さいたま市浦和区高砂2―
6－18)に持参または郵送してください。
▶ 問い合わせ　埼玉県県民生活部防犯・交通安全課☎
048―830―2958

埼玉県交通安全対策協議会では、県内に在住する交通遺児等を対象に援護金を給付しています。
※ 「交通遺児等」とは、18歳以下で保護者(一方または双方)が、交通事故(陸海空全ての交通機関の運行により生 
　じた事故)により死亡または重い障害を負った方をいいます。

給付対象の子どもの人数 同居世帯の総所得額
１人 2,740,000円以下
２人 3,120,000円以下
３人 3,500,000円以下
４人 3,880,000円以下
５人以上 4,260,000円以下

　市では、小・中学校の特別支援学級などで、
児童生徒に対して学校生活上の補助を行う
「きらきらサポーター」を募集します。資格は
特に問いません。特別支援教育に理解のある
方、子供たちに関わる仕事の経験がある方を
はじめ、多くの方の応募をお待ちしています。

▶ 勤務時間　学校長との相談により決定しま
す（夏休みや冬休みなど長期休業日は勤務
なし）。

▶ 勤務場所　市内の小・中学校
▶ 賃 金　860円(交通費などの支給はあ
りません)

▶ 選考方法　書類審査および面接（平成28年
　1月中旬～ 2月中旬）
▶ 申し込み　学校教育課で配布している指定
の履歴書（市ホームページからダウンロー
ド可）に必要事項を記入の上、1月8日㈮
までに持参または郵送で提出してくださ
い。【持参・郵送】〒361―0052行田市
本丸2―20 行田市教育委員会学校教育課

▶ 問い合わせ　同課指導担当☎556―8316

　病児・病後児保育所は、保護者の就労などの理由で、病
気中もしくは病気回復期にあるお子さんの看護ができない
ときに、お子さんの預かり保育を行う施設です。
　「子どもに熱があるが、どうしても仕事を休めない」「急
な用事が入ってしまったが、病気中の子どもは一緒に連れ
て行けない」こんなときに、ぜひご利用ください。

▶ 施 設　病児保育所「げんきキッズ」
　（小見1404―1南川げんきクリニック隣）
▶電話番号　090―8111―8751
▶対 象　乳幼児～小学３年生
▶保育時間　月～金曜日の午前8時～午後6時
▶利用方法
　① 事前に施設へ病児・病後児保育利用者登録書（子育て

支援課または施設で配布）を提出する。
　② 主治医や小児科医の診察を受け、病児・病後児保育利

用申請書（同課または施設で配布）の医師確認欄に記入
してもらう。

　③前日までに施設へ利用予約を入れる。
　④当日持参するものを持って利用日当日、施設へ行く。
▶ 利用日当日持参するもの　利用申請書、印鑑（朱肉を必
要とするもの）、利用する子どもの健康保険証、子ども
医療費受給資格証、母子手帳、非課税証明書（非課税世
帯のみ）、利用料金
▶利用料金　2,000円（市民税
　非課税世帯は無料）
▶問い合わせ　同課子育て支援
　担当（内線292）

平成28年度
小・中学校のきらきら
サポーターを募集します

お子さんの病気時に仕事が
休めないときは病児・病後児保育所を

ご利用ください
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▶問い合わせ　総務課文書管理担当（内線218）

　市では、市民の皆さんの市政参加を促進し、市政に対する市民の理解と信頼を深め、公正で開かれた市政
を目的とした「情報公開制度」を実施しています。また、個人に関する情報を適正に取り扱うとともに、自
己に関する個人情報の開示や訂正などを求める手続きを定め、個人の権利利益の保護を図る「個人情報保護
制度」を実施しています。
　平成26年度における両制度の運用状況について、次のとおり公表します。

◎情報公開制度　　
　平成26年度の情報公開の受付件数は18件でした。内訳は「請求」が3件、「申出」が15件です（表1参照）。
　また、請求（申出）の処理状況は、全部公開６件、部分公開11件、非公開１件でした（表３参照）。

●表１　　　　　　　　　　　　　　　　     ●表２
「情報公開請求・申出の実施機関別件数」　　　 「請求（申出）者の区分別件数」
実 施 機 関 請求 申出 合計

市 長 3 9 １2

教 育 委 員 会 0 6 6

選挙管理委員会 ０ 0 0

公 平 委 員 会 ０ ０ ０

監 査 委 員 ０ ０ ０

農 業 委 員 会 ０ ０ ０

固 定 資 産 評 価
審 査 委 員 会 ０ ０ ０

議 会 0 0 0

合 計 3 15 18

請求＝情報公開制度実施（平成11年４月１
日）以降に作成または取得した情報に
ついて請求権のある方（市民など）が行
う開示の求め

申出＝平成11年３月31日以前に作成または
取得した情報について開示の求め、ま
たは請求権のない方（市外の人など）
からの開示の求め

請求（申出）者の区分 件数

市内に住所がある方 0

市内に事務所や事業所を持っている個人や法人、その他の団体 ０

市内の事務所や事業所に勤務している方 ０

市内の学校に在学している方 ０

実施機関が行う事務事業に利害関係がある方 3

請求権者以外の方 15

合　　　　　計 18

●表３「情報公開請求（申出）の処理状況」
区　分 受付件数 全部公開 部分公開 非公開 取り下げ 未処理

請　求   3   1   2 0 0 0

申　出 15   5   9 1 0 0

合　計 18   6 11 1 0 0

◎個人情報保護制度　
　各実施機関の事務事業の執行に際し、総務課に届け出された
個人情報取扱業務の件数は、平成26年度末で597件です（表４参
照）。また、開示・訂正などの請求件数は４件でした（表５参照）。
なお、個人情報取扱業務の概要は、市政情報コーナーで見ること
ができます。

●表４「個人情報取扱業務の届出件数」
実 施 機 関 届出件数

市 長 ４３５

教 育 委 員 会 １２１

選 挙 管 理 委 員 会 　１４

公 平 委 員 会 　　１

監 査 委 員 　　１

農 業 委 員 会 　１６

固 定 資 産 評 価
審 査 委 員 会 　　１

議 会 　　８

合 計 ５９７

●表５「個人情報（自己情報）の開示請求・受付処理件数」

実施機関 受付件数
処理状況

全部開示 部分開示 不開示 取り下げ 未処理

市　　長 4 1 2 1 0 0

教育委員会 0 0 0 0 0 0

そ の 他 ０ ０ 0 0 0 0

合　　計 4 1 2 1 0 0

平成26年度  情報公開および個人情報保護制度の
運用状況についてお知らせします

◎社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の開始に伴い、行田市個人情報保護条例の一部を改正しました。

「障害者控除認定書」
を発行します

　所得税および住民税の障害者控除を受
けるためには、身体障害者手帳、精神障
害者福祉手帳、療育手帳の交付を受けて
いることが原則です。しかし、これらの
手帳の交付を受けていない方でも、申請
に基づいて市が発行する「障害者控除認
定書」により控除を受けることができま
す。認定書の交付を希望する方は、認定
までに時間がかかりますのでお早めにご
相談ください。
　なお、認定書は毎年更新となりますの
で、昨年交付を受けた方も申請が必要で
す。

▶ 対 象　65歳以上の介護認定（要介
護1～ 5）を受けている方で、要介護認
定の状況により身体障害者および知的
障害者などに準ずるものと認められる
方
▶ 申請に必要なもの　
　 介護保険被保険者証、印鑑、申請者の
身分を証明するもの（運転免許証など）
▶ 問い合わせ　高齢者福祉課介護認定担当
（内線269）

　これまで水道料金などの納付は、金融機関や郵便局、水道
庁舎などに限られていましたが、11月からコンビニエンス
ストアでも納付することができるようになりました。これに
より、日本全国、休日・夜間、時間を問わずに納付できます。

▶ 取り扱いのできる料金
　 行田市水道事業水道料金、下水道使用料、南河原地区簡
易水道事業水道料金
　※平成27年11月以降に発行された納付書に限ります。
▶ コンビニで納付できない納付書
　・ バーコードのない納付書や、傷・汚れなどによりバー

コードを読み取れない納付書
　・1枚当たりの納付額が30万円を超える納付書
　・金額を訂正したものや、金額を書き加えた納付書
▶ コンビニで納付する際の注意点
　・ 納期限を確かめて納付書をコンビニに持参し、現金で

納付してください。
　・ 納付すると領収証書が渡されますので、大切に保管し

てください。
　・手数料はかかりません。
▶ 取り扱いコンビニ店舗
　 セーブオン、セブン-イレブン、ファミリーマート、ミ
ニストップ、ローソン他
　※ その他の取り扱い店舗は、納付

書裏面を確認してください。
▶ そ の 他　水道料金などの納付に
は、便利な口座振替もありますの
で、ぜひご利用ください。
▶ 問い合わせ　水道課業務担当
　☎553―0131

ご利用ください コンビニ収納

固定資産税に関するご案内するご案内関する 案内定資産税に関するご案内固定資産税に関するご案内に関するごに関するごすす固定資産税に関するご案内固定資産税に関するご案内
　固定資産税・都市計画税は、毎年１月１日現在の登記簿上の名義人に課税されます。
　このため、売買などを行っていても、年内に所有権移転登記が済んでいない場合は、前の所有者に課税さ
れますので、ご注意ください。また、家屋を取り壊した場合には、次のとおり手続きを行ってください。

　これらの手続きが行われない場合には、税務課で家屋の取り壊しが確認できないことがあります。なお、「家
屋取壊届出書」は税務課で配布する他、市ホームページからダウンロードできますのでご利用ください。
　▶問い合わせ　同課資産税担当(内線234)

《登記家屋を取り壊した場合》

《未登記家屋を取り壊した場合》

滅失登記をする❶ 法務局から市役所に通知

滅失登記をしない❷ 市役所に取壊届出書を提出
現地確認 課税台帳から削除

市役所に取壊届出書を提出 現地確認 課税台帳から削除
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談相種各 （12月15日～1月14日）

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律
(予約制）

VIVAぎょうだ 12月22日㈫ ※ 予約はその月の
１日から(土・日
曜日、祝日の場
合は翌日）

午前9時20分～正午

地域づくり支援課
（内線252）

産業文化会館　
2階会議室 1月14日㈭

行政
市役所 12月21日㈪

午後1時30分～ 3時30分
産業文化会館
2階会議室 1月4日㈪　　

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～午後3時

30分

  相続、遺言、離婚、
  日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 1月13日㈬※予約制 午後1時～ 5時

（受け付けは午後4時まで）
埼玉県行政書士会埼北
支部☎554―2702

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 各土曜日は市内在住の方を対象に電話
相談も受け付けます

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

認知症
（予約制）

産業文化会館
2階会議室

12月16日㈬
※ 40歳以上で認知症に対して不安を持っ
ている方、またはその家族が対象

午後1時～ 2時　
※事前予約制

高齢者福祉課
（内線278）

内職 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時～午後5時 商工観光課
（内線383）

人権 忍・行田公民館 1月13日㈬ 午後1時30分～ 3時30分 人権推進課
（内線221）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日(祝日を除く)の午前
10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

水道料金の
休日納付 水道庁舎（前谷） 1月10日㈰　 午前8時30分～正午

水道課
☎553―0131水道料金の

夜間納付 水道庁舎（前谷） 12月15日㈫・22日㈫、
1月5日㈫・12日㈫　 午後5時15分～ 7時

・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
11月18日㈬  午前9時 0.08マイクロシーベルト(曇り)　午後3時 0.06マイクロシーベルト(雨）

　10月22日に自衛官募集相談員として、次の方が行田
市長および防衛省自衛隊埼玉地方協力本部長との連名に
より委嘱されました。
　相談員の方々は、自衛官の募集広報活動に協力してい
ます。自衛官の応募に関して、ぜひご相談ください。

自衛官募集相談員を委嘱しました

今月の納税
市県民税 ・・・・・・・・・・・・・・・4期
国民健康保険税 ・・・・・・・・・・・・6期
介護保険料 ・・・・・・・・・・・・・・6期
後期高齢者医療保険料 ・・・・・・・・・6期

納期限　12月25日㈮
市税の納付には、｢安心！確実！便利！｣な口座振替
をご利用ください。

自衛官募集相談員に委嘱された皆さん

▶ 問い合わせ　防衛省自衛隊埼玉地方協力本部熊谷地域
事務所☎522－4855または総務課総務法規担当（内
線216）

氏　　名（敬称略） 住　　所

長谷川定男 埼玉

新井　忠晴 桜町１丁目

藤倉　　武 佐間１丁目

関口　義夫 南河原

津田　　馨 城南

梁瀬　里司 棚田町２丁目

仲　　　茂 若小玉

山田　　武 桜町１丁目

▼ 
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さしあげます

ゆずってください

▷学習机　▷シルバーカー　▷ペットハウス（室内用）　
▷叙勲額　▷延反台　▷食器棚　▷子ども用滑り台　
▷ベビー布団　▷マッサージチェア

▷ＣＤラジカセ　▷液晶テレビ　▷パソコン　▷ポー
タブルDVD　▷ベビーベッド

不
用
品
情
報

エコライフＤＡＹ2015
夏の結果をお知らせします

　エコライフＤＡＹとは、省エネ・省資源など環境に配慮した一日を送り、簡単なチェックシー
トで温室効果ガスである二酸化炭素の削減量を把握し、ライフスタイルを見直すきっかけを
つくる取り組みです。
　市では、市内の小・中学生とその家族に協力をいただき、6月29日から7月5日までの間
の一日について実施しました。また、エコライフＤＡＹ実施の募集をしたところ、二持田第
一自治会、二谷郷新田自治会、持田西自治会、行田市民大学から応募があり、それぞれ期間
を設定し、実施していただきました。
　今回のエコライフＤＡＹにより削減できた二酸化炭素の量は2,822,521グラムとなりまし
た。これは約1,197リットルのガソリンを燃焼させたときに排出する二酸化炭素の量と同じ
です。

※1　参加区分によってチェック項目が異なります。
※2　 一般は４団体(二持田第一自治会、二谷郷新田自治会、持田西自治会、行田市民大学)の合計です。団

体別の詳細は市ホームページに掲載しています。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530

参加区分※1 参加数(人) 二酸化炭素
削減量(g)

一人当たり
の削減量(g)

小学２年生
児童 562 305,052 543

家族、教職員 1,286 710,381 552

中学１年生
生徒 849 890,741 1,049

家族、教職員 　２０ 19 ,948 997

一般 ※2 646 461,113 714

市役所 職員など 530 435,286 821

合　　計 3,893 2,822,521 725
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保　健　案　内保　健　案　内 保健センター
長野2－3－17
TEL：５５３－００５３
ＦＡＸ：５５５－２５５１
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・診療科目……内科、小児科、外科
・診療時間……午前10時～午後５時
　※ 医療機関が変更されることがありますので、事前

に問い合わせください。
・清幸会行田中央総合病院　☎553―2000
・壮幸会行田総合病院　☎552―1111
◇ 夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
・行田市消防署　☎550―2123
・ 埼玉県救急医療情報センター　☎048―824―4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・ 県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談
窓口につながります(携帯電話可)。
・相談時間【月～土曜日】午後７時～翌日午前７時
　　　　　  【日曜日、祝日】午前7時～翌日午前７時
◇埼玉県大人の救急電話相談「♯7000」
・ 県内どこからでも「♯7000」をプッシュし、音声ガ
イダンスに従ってボタン１を押すと相談窓口につ
ながります(携帯電話可)。
・相談時間【毎日】午後6時30分～ 10時30分

休日急患診療
期　日 医療機関名 期　日 医療機関名

12月20日（日) 壮幸会行田総合病院 1月10日（日)) 壮幸会行田総合病院

12月23日（水)) 清幸会行田中央総合病院 1月11日（月)) 清幸会行田中央総合病院

12月27日（日)) 壮幸会行田総合病院   
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インフルエンザを予防しましょう
　インフルエンザが流行する季節となりました。次の
ことを実践し、インフルエンザを予防しましょう。

・外出後は小まめに手を洗いましょう。
・マスクを着用し、できるだけ人ごみを避けましょう。
・加湿器を使うなど、適度な湿度を保ちましょう。
・ バランスの良い食事や十分な休養、適度な運動など
規則正しい生活をしましょう。
・インフルエンザ流行前にワクチンを接種しましょう。

麻しん風しん予防接種（MR）
第２期の予防接種は、お済みですか
　平成21年4月2日から平成22年4月1日生まれの
方で、麻しん風しん予防接種を接種していない方は、
平成28年3月31日までに接種を済ませてください。
それ以降は、任意接種扱いとなり、全額自己負担にな
ります。手元に予診票が無い方は、母子健康手帳を持
参の上、保健センターにお越しください。

子どもの健康
乳幼児健診
健 診 名　 ４カ月児健診、１歳６カ月児健診、２歳児

歯科健診、３歳児健診
そ の 他　 転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターにご連絡ください。

乳幼児相談 (要申し込み)
日 時　 12月15日㈫、平成28年1月5日㈫午前

9時30分～ 11時
対 象　 小学校入学前のお子さん

離乳食教室(初期)(要申し込み)
日 時　 平成28年1月7日㈭ 午前10時30分～

11時30分(午前10時15分から受け付け)
対 象　 平成27年7月15日～ 8月14日生まれの

お子さんがいる方

離乳食教室(中後期)(要申し込み)
日 時　 12月16日㈬ 午前10時30分～ 11時30

分(午前10時15分から受け付け)
対 象　 7カ月～ 11カ月のお子さんをお持ちの方

※いずれも場所は保健センター

おとなの健康
こころの相談 (要申し込み)
日 時　12月16日㈬　
　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
場 所　保健センター
対 象　 いつも不安、夜眠れない、生活のリズムが

乱れている、自分の性格や人間関係に悩ん
でいる、飲酒量が多くやめられないなど、
こころに悩みのある方

そ の 他　随時、電話での相談も受け付けます。

在宅医療窓口
◇「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝た
　きりの家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・在宅医療支援センター　☎553―2060
・ 相談時間　午前9時～午後5時(土・日曜日、祝日、
年末年始を除く)

◇「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を行って
　いる歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口　☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時(正午～午後1時を
除く)※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

年末年始の在宅当番医（12月31日～平成28年1月3日）

期　日 医療機関名 電　話 診療科目

12月31日(木)

  壮幸会行田総合病院 552ー1111  内科・小児科・外科

  池畑クリニック 556ー2295  内科・婦人科

  小林内科医院 552ー0362  内科　

  馬橋歯科医院 556ー0058  歯科

平成28年
  1月1日(金)

  清幸会行田中央総合病院 553ー2000  内科・小児科・外科

  河本耳鼻咽喉科　 555ー2626  耳鼻咽喉科

  荒木医院 559ー3102  内科　　

診療時間　午前10時～午後5時(歯科は午前10時～正午)

期　日 医療機関名 電　話 診療科目

平成28年
  1月2日(土)

  壮幸会行田総合病院 552ー1111  内科・小児科・外科

  野口産婦人科 556ー4292  内科・婦人科

  田代医院 553ー2351  内科・小児科

  ふじの歯科クリニック 554ー8148  歯科

平成28年
  1月3日(日)

  壮幸会行田総合病院 552ー1111  内科・小児科・外科

  古田整形外科医院 553ー5221  整形外科

  松原医院 553ー6700  内科・小児科・外科

  萎澤歯科医院 557ー1750  歯科

薬局でカンタン糖尿病チェック
　指先からごくわずかな血液を採取し、短時間(約３分)で糖尿病のリスクが測定できます。測定料金は市民であ
れば１回につき500円。薬局から始まる健康づくりを日々の健康管理に役立ててみませんか。測定は次の12店
舗で実施しています。

薬局名 住　所 電話番号

かもゐ漢方薬局 行田8―5 556―2209

さくらヶ丘調剤薬局 小見1399―6 553―5211

トーア薬局 長野1263―7 556―1402

土橋薬局 桜町2―25―13 556―2226

パルシィー薬局行田長野店 長野2―29―38 556―4193

ファーコス薬局行田 佐間2―16―36 550―1007

薬局名 住　所 電話番号

フジイ薬局 若小玉111―1 554―5482

ふじみ薬局 富士見町2―3―8 564―1616

フレンド薬局 宮本16―24 501―8661

ミキ薬局埼玉行田店 佐間1―27―3 555―3191

薬局アポック行田店 富士見町2―17―1 564―1200

よつば薬局 富士見町2―1―12 552―1193

健康フォーラム2015
日 時　12月20日㈰午後0時30分～ 4時
場 所　「みらい」文化ホール
内 容　 市民公開講座、東国原英夫さんによるスペシャルトーク、体

験コーナー
入 場 料　無料
主 催　行田市医師会
問い合わせ　同会☎556―8040(月～金曜日の午前9時～午後5時) 東国原英夫さん

平成25年3月31日までに、市町村の助成により子宮頸がん予防ワクチン、
ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンのいずれかを受けた方へ

　接種後に何らかの症状が生じ、医療機関を受診した方は、接種との関連性が認定さ
れると、医療費・医療手当が支給される場合があります。心当たりのある方は、具体
的な請求方法などについて、独立行政法人医薬品医療機器総合機構の救済制度相談窓
口(フリーダイヤル0120―149―931、または03―3506―9411(有料))に至急問い
合わせください。
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市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770

開館時間　午前9時30分～午後7時
休 館 日　12月1日㈫・7日㈪・14日㈪・21日㈪・
　　　　　28日㈪～平成28年1月4日㈪・12日㈫　
　　　　　※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。
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おはなし会

日　　時 内　　容 対　　象 協力団体

12月16日、平成28年1月13日
の水曜日 午前10時30分～11時
※とことこタイムで実施

絵本やパネルシア
ターなど 2、3歳児と保護者 ※図書館職員が実施

12月20日㈰午後2時
絵本や紙芝居など 幼児・小学生

おしゃべりインコの会
12月26日㈯午前11時 おはなしタンバリン
1月9日㈯午後2時 おはなしポケット

英語児童書
読み聞かせ会 1月10日㈰午前11時 英語の歌遊びや絵本

の読み聞かせ 英語に興味がある方  ハートイングリッシュ  
 スクール 

定例子ども映画会 12月19日㈯午後1時30分 【上映作品】　かわいいミッフィー

定例イベント✿親子で楽しいひとときを✿ 

※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

　新刊などの図書で図書館に所蔵がない場合は、リクエ
ストをすることができますのでカウンターに申し出てく
ださい。購入の検討をさせていただきます。なお、発売
前の本はリクエストできませんのでご注意ください。

図書館豆知識１　図書のリクエスト

　年末年始期間中は返却用ブックポストの閉鎖に伴
い、資料の貸出期間を延長します。

▶ 閉鎖期間　12月28日㈪午後5時～平成28年1月
5日㈫午前9時

▶ 閉鎖場所　図書館およびJR行田駅観光案内所の返
却用ブックポスト

▶ 図書資料返却期限　12月15日㈫～ 20日㈰に貸し
出した資料は、貸出日から3週間

▶ AV資料(CD・DVD・VHS)返却期限　12月22日㈫
～ 27日㈰に貸し出した資料は、貸出日から2週間

年末年始は返却用ブックポストを閉鎖します

　絵本の読み聞かせをしたり、おはなしを聞いてゲー
ムをしたりします。クリスマス前に「ちょこっと」図
書館に出掛けませんか。

▶日 時　12月19日㈯午後2時30分～ 4時
▶場 所　図書館ミーティングルーム
▶内 容　・絵本の読み聞かせ
　　　　　　・おはなしおあそび
　　　　　　・なにがでるかな？本みくじ
▶対 象　小学校低学年以上(文字が読めること)
▶定 員　20人程度
▶参 加 費　無料
▶ 申し込み　図書館で配布している申込書に必要事項
　を記入の上、直接提出するか電話で申し込みください。

クリスマス前のおたのしみ会

・メビウスの守護者(川瀬七緒／著)
・わが心のジェニファー (浅田次郎／著)
・輪廻する宇宙(横山順一／著)
・べんり屋、寺岡の冬。(中山聖子／作)
・AKB48、被災地へ行く(石原真/著)
・おはよう！しゅうしゅうしゃ (竹下文子/作)

新 着 図 書

　全18作品の応募の中、審査会により次の5作品が
賞に輝きました。なお優良賞の2作品は図書館振興財
団主催のコンクールへ出展します。

▶優 良 賞　
　・ 泉小学校３年　水野遥さん「み近にいる野鳥かん

さつ」
　・ 下忍小学校２年　船橋ひなたさん「覚えてみよ

う！考えてみよう！漢字のふしぎ！」
▶奨 励 賞
　・ 須加小学校６年　永沼美希さん、丑久保真菜さん
「暑い夏を気持ちよく過ごすアイディアを調べて
やってみよう！」

　・ 泉小学校１年　池端玲奈さん　「バナナのひみつ」
　・ 東小学校２年　深井千愛さん　「ふしぎなふしぎ

な虫の赤ちゃん」

 「第２回行田市立図書館を使った調べる学習
　コンクール」の受賞者が決定しました

▶ 期 日　12月19日㈯・20日㈰※ブックパック
がなくなり次第終了
▶場 所　図書館内

袋の中はなんじゃろな 年末ミニブックパック

　国立国会図書館が提供する、1900年初頭から
1950年ごろまでに国内で製造されたSP盤および金
属原版などに収録された音楽・演説などの約５万件の
デジタル音源を、市立図書館で聞くことができるよう
になりました。行田音頭も聞くことができますので、
ぜひご利用ください。

「歴史的音源」の提供を始めました

▶ 利用方法　郷土・参考資料室で図書館の利用カード
を提示し、閲覧用パソコンで30分間無料でご利用
できます。なお、複製やダウンロードはできません。

　図書館内の席はより多くの方に利用していただくた
め、閲覧専用席と学習閲覧席に分かれています。学習
閲覧席を土・日曜日、祝日および学校の長期休暇期間
中に利用する場合は、利用
カードを提示し受け付けの
上、指定された席をご使用
ください。詳しい利用の仕
方については、職員に問い
合わせください。

図書館豆知識2　席の利用について

▶ 内 容　図書館セレクトの本をブックパックセッ
トにして貸し出します。
▶配布数量　【大人向け】30セット
　　　　　　【子ども向け】50セット
▶そ の 他　貸出期間は通常どおり

育て支援に貸してください。
▶ 応募条件　市内在住の方※送迎を行う方は、普通運転
免許証および自家用車を所有されている方
▶ 謝 礼　協力会員へは有償ボランティアとして依頼
会員から謝礼が支払われます。
▶ 登録・問い合わせ　行田市社会福祉協議会☎550―7620
または子育て支援課子育て支援担当（内線292）

ファミリー・サポート・センター
をご利用ください

▶日 時　平成28年1月30日㈯午前10時～午後1時
▶場 所　ＶＩＶＡぎょうだ調理室
▶内 容　恵方巻きやデザートなどを作ります。
▶講 師　行田市食生活改善推進員
▶対 象　市内の小学生とその保護者
▶定 員　30人（先着順）
▶参 加 費　1人300円
▶ 持 ち 物　エプロン、スリッパまたは上履き、三角巾または
バンダナ
▶ 申し込み　12月11日㈮～ 1月15日㈮に直接または電話で
ＶＩＶＡぎょうだ（12月14日㈪・21日㈪・28日㈪～ 1月
４日㈪および１月12日㈫は休館）※ひととき保育の申し込
み（2歳以上の未就学児）は1月15日㈮まで
▶問い合わせ　ＶＩＶＡぎょうだ☎556―9301

親子料理講座　親子で作って
楽しく学ぼう！食育ってなあに？

博物館連続講座
～資料が語る行田の歴史～

　郷土博物館の学芸員が講師となり、専門分野から
行田の歴史を解説します。

▶時 間　いずれも午後2時から
▶場 所　同館講座室
▶定 員　80人
▶ 申し込み・問い合わせ　電話で同館☎554―
5911

期　　日 内　　容

平成28年1月16日㈯ 出土骨から分かること
―忍城址出土のイヌの骨―

平成28年1月30日㈯ 番附資料にみる忍城下の江戸相撲興行

平成28年2月13日㈯ 廃城と士族たちの活動
―明治前半期の忍城址―

　ファミリー・サポート・センターは、育児の援助を行
いたい方（協力会員）と育児の援助を受けたい方（依頼会員）
との相互援助活動を支援しています。あらかじめ会員登
録が必要です。登録方法や利用料金など詳しくはお問い
合わせください。
▶主な活動内容　
　・ 保育園、幼稚園、小学校および学童保育室などへの

送迎や下校後・降園後の一時預かり
　・ 冠婚葬祭や学校行事など、保護者の外出時の一時預かり
〈協力会員を募集しています〉
　ファミリー・サポート・センターでは、育児の援助を
行っていただける協力会員を随時募集しています。子育
て経験やご自身の資格を活用したい方、子ども好きな方、
ボランティア活動に興味のある方など、あなたの力を子
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　10月24日、総合公園西側で「樹名板づくり第8回育樹祭」
が開催されました。
　この催しは、これまでの植樹祭で植えた木に樹木名を書い
た板を取り付けるものです。参加者は、文字をデコレーショ
ンしたり、イラストを書いたりと、自分だけのオリジナル樹名
板を作成。草取りなどの手入れを行った後、自らの手で樹名
板を結び付けました。木々の成長を実感するとともに、さら
に愛着を持つことができたようです。

　平成元年11月1日に県内で初めて女性消防団員が採
用されたことから、11月1日を「埼玉県女性消防団員の
日」としました。これを受け、埼玉県が11月1日にイオン
モール羽生で「埼玉県女性消防団員の日」創設記念FES
を開催。本市の女性消防団「甲斐姫隊」も参加しました。
　この日、甲斐姫隊は住宅用火災警報器設置を訴える
寸劇を披露。消防本部で結成した「浮き城消隊住警器マ
ン」も応援に駆け付け、ステージ上でコミカルな動きやダ
ンスなどで住宅用火災警報器設置の大切さをアピール
し、来場者の注目を集めていました。

抜群のハーモニーを響かせて

樹名板づくりで
木々の成長を実感

イオンモール羽生で
住宅用火災警報器設置をＰＲ

　11月15日、市役所周辺で第36回行田商工祭・忍城時代まつりが開催さ
れました。
　地元商工業者による物産大バザールや忍城址での火縄銃演武などのア
トラクションで、毎年にぎわいを見せるこの催し。恒例となっている武者行
列では、甲冑を身に付けた出演者が清善寺で「勝ちどき」を行うなどいつも
と違った演出で観客を魅了しました。また、今年は新たな試みとして「ベス
ト足袋ニストコンテスト」を実施。出場者は自分が考案した足袋にマッチす
る衣装を着て、審査委員に自分のこだわりなどをアピールしました。どれも
個性的なものばかりで、来場者は足袋の奥深さに関心を寄せていました。

　10月29日、産業文化会館ホールで第68回行田市小・中
学校音楽会が行われました。
　この日のために練習を積み重ねてきた各学校の児童・生
徒らは、息の合った合奏や澄み切った歌声を披露。会場に
は抜群のハーモニーが響き渡り、応援に駆け付けた家族な
ど大勢の観客を魅了しました。演奏終了後、ほっとした表
情を浮かべる子供たちに対し、会場から惜しみない拍手が
送られていました。

　11月14日、利根大堰でサケの遡上・採卵観察会が行
われました。
　あいにくの雨にもかかわらず、サケの採卵を一目見よ
うと多くの親子連れが来場。子供たちは、サケの腹から
卵を取り出す様子を真剣な眼差しで見つめていました。
大堰自然の観察室でも、遡上するサケの力強い泳ぎを見
ることができ、来場者は普段なかなか知ることのできな
いサケの生態について学ぶことができたようです。

力強いサケの生命を感じて

　　10月25日、第65回市民体育祭が総合公園自由広場
で開催されました。
　市内15地区から選ばれた選手たちは綱引き、男女混合
小学生リレー、紅白玉入れなどの競技に出場。強風の中
全力で競技に臨み、それぞれの地域が一丸となって優勝を
目指しました。大会を通じて、大人から子どもまでスポー
ツを満喫するとともに、地域の絆を一層深めることができ
たようです。

地域の絆で優勝を目指せ！

　11月3日、総合公園野球場で第5回行田野球フェスティバル
が開催されました。
　行田市野球連盟が主催したこのイベントには、甲子園出場経
験がある高校が毎年参加し、レベルの高い試合で観客を魅了し
ています。今年は初めて大宮東高校が出場。進修館高校と不
動岡高校を加えた3校で、白熱した試合を繰り広げていました。
観客らは球児のひたむきなプレーを目の当たりにし、改めて高
校野球の素晴らしさを感じているようでした。

ひたむきなプレーで観客を魅了

新たな試みでパワーアップした
忍城時代まつり



広　場

　
１
２
５
号
バ
イ
パ
ス
沿
い
に
あ
る
黄
色
い

看
板
が
目
印
の
衣
類
の
リ
サ
イ
ク
ル
専
門

店
、
キ
ン
グ
フ
ァ
ミ
リ
ー
行
田
店
。
こ
の
店

舗
を
経
営
し
て
い
る
の
が
、
今
月
紹
介
す
る

株
式
会
社
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
55
で
す
。

　
同
社
で
は
、
主
に
衣
類
や
服
飾
雑
貨
・
小

物
の
買
取
・
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
買
取

率
が
9
割
以
上
で
あ
る
こ
と
か
ら
毎
日
の
よ

う
に
多
く
の
衣
類
が
持
ち
込
ま
れ
、
そ
の
量

は
1
カ
月
に
15
ト
ン
に
も
な
る
そ
う
で
す
。

「
店
頭
に
並
べ
ら
れ
な
い
痛
み
や
汚
れ
の
あ

る
衣
類
で
も
大
歓
迎
で
す
。
機
械
器
具
類
の

清
掃
に
用
い
る
布
切
れ
や
車
の
中
綿
な
ど
の

素
材
と
し
て
韓
国
や
東
南
ア
ジ
ア
へ
輸
出
す

る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
よ
」
と
代
表
取
締

役
の
清
水
聡
博
さ
ん
は
、
高
い
買
取
率
を
実

現
す
る
仕
組
み
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
近
年
同
社
が
力
を
入
れ
て
い
る
の

が
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
運
営
で
す
。
ま
っ
た
く

異
な
る
事
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
を
清
水
さ

ん
は
「
1
人
の
従
業
員
が
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ

を
持
つ
こ
と
を
目
標
に
一
生
懸
命
働
い
て
い

る
姿
を
見
て
、
一
緒
に
夢
を
実
現
し
た
い
と

思
っ
た
ん
で
す
」
と
語
り
ま
す
。
県
の
経
営

革
新
計
画
承
認
制
度
を
活
用
し
、
3
年
前
に

店
舗
2
階
に
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
「
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
55
ミ
ニ
ッ
ツ
」
を

オ
ー
プ
ン
。
現
在
は
、
小
学
1
年
生
か
ら
中

学
3
年
生
ま
で
30
人
が
週
2
回
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
の
ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン
に
励
み
、
浮
き
城
ま

つ
り
や
警
察
署
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、
さ
ら
に

は
コ
ン
テ
ス
ト
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
保
護
者
か
ら
も
好
評
で
「
自
分
の
子

ど
も
が
自
信
を
持
っ
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
す

る
姿
を
見
ら
れ
て
う
れ
し
い
」「
新
た
な
一

面
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
子
ど
も
の
成

長
を
喜
ぶ
声
が
多
く
聞
か
れ
る
そ
う
で
す
。

　

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
清
水
さ
ん
は

「
ジ
ャ
ズ
や
ブ
レ
イ
ク
、
リ
ズ
ム
な
ど
子
供

た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ダ
ン
ス
に

挑
戦
で
き
る
よ
う
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
増

や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
力

強
く
語
り
ま
す
。「
多
く
の
人
に
ダ
ン
ス
の

楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
い
つ
か
行
田
を

ダ
ン
ス
の
ま
ち
に
し
た
い
」。
新
た
な
夢
の

実
現
に
向
け
て
、
同
社
の
挑
戦
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
。
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今
月
紹
介
す
る
小
川
有
里
さ
ん
は
、
女
性
、
夫
婦
、

家
族
、
育
児
、
介
護
、
社
会
現
象
を
テ
ー
マ
に
新
聞
や

雑
誌
な
ど
に
執
筆
し
て
い
る
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
で
す
。

　
「
幼
い
こ
ろ
か
ら
空
想
し
た
り
、
文
章
を
書
い
た
り

す
る
こ
と
が
大
好
き
で
し
た
」
と
語
る
小
川
さ
ん
。
転

勤
族
の
夫
と
結
婚
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
で
子
育
て
を
し

な
が
ら
出
版
社
が
主
催
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
に
自
身
の
作

品
を
投
稿
し
て
い
ま
し
た
。
童
話
や
短
編
小
説
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で
、
何
回
も
入
選
し
た
そ
う
で
す
。

30
代
が
終
わ
る
こ
ろ
、
雑
誌
の
編
集
者
か
ら
誘
い
を
受

け
プ
ロ
の
作
家
に
。
短
編
集
を
出
版
す
る
た
め
に
執
筆

活
動
に
励
む
傍
ら
、
介
護
雑
誌
の
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
も

活
躍
し
ま
し
た
。

　
介
護
雑
誌
が
終
刊
に
な
る
と
、
小
川
さ
ん
は
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
の
道
へ
。
平
成
15
年
か
ら
週
刊
誌
「
サ
ン
デ
ー

毎
日
」
に
民
間
会
社
を
定
年
退
職
し
た
夫
を
モ
デ
ル
に

し
た
「
定
年
チ
ー
パ
ッ
パ
」
を
連
載
。
そ
の
後
も
「
定

年
オ
ヤ
ジ
の
し
つ
け
方
」「
加
齢
な
る
日
　々
定
年
お

じ
さ
ん
の
放
課
後
」「
お
ば
さ
ん
事
典
」
と
い
っ
た
庶

民
的
な
60
歳
以
上
の
人
の
日
常
や
生
態
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
た
著
書
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
理
由
を
「
自

分
も
年
齢
を
重
ね
て
き
た
か
ら
で
し
ょ
う
ね
。
日
頃
か

ら
感
じ
て
い
る
こ
と
を
書
く
こ
と
で
、
自
然
と
愚
痴
も

減
っ
て
き
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

　
今
年
8
月
に
は
最
新
作
「
強
い
お
ば
さ
ん
弱
い
お
じ

さ
ん
」
を
発
刊
。
こ
れ
は
週
刊
誌
に
連
載
し
て
い
る
も

の
を
書
籍
化
し
た
も
の
で
、
各
地
の
友
人
な
ど
へ
の
取

材
や
自
身
の
体
験
談
を
基
に
、
若
々
し
く
て
人
間
味
豊

か
な
今
ど
き
の
高
齢
者
の
姿
や
本
音
が
つ
づ
ら
れ
て
い

ま
す
。
中
に
は
思
わ
ず
噴
き
出
し
て
し
ま
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
。「
明
る
い
本
な
の
で
、
心
が
晴
れ
な
い
方
に
ぜ

ひ
読
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。
き
っ
と
気
持
ち
が
楽
に

な
り
ま
す
よ
」
と
小
川
さ
ん
は
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ま
す
。

　
現
在
も
地
方
紙
や
週
刊
誌
に
連
載
し
て
い
る
小
川
さ

ん
は
、
午
前
5
時
か
ら
自
宅
の
仕
事
部
屋
で
執
筆
活
動

に
励
ん
で
い
ま
す
。「
読
者
の
共
感
を
得
ら
れ
る
よ
う

切
り
口
や
表
現
方
法
、
文
章
の
構
成
を
頭
の
中
で
『
発

酵
』
さ
せ
て
か
ら
パ
ソ
コ
ン
に
打
ち
込
む
の
が
私
の
ス

タ
イ
ル
。
た
だ
し
、
仕
事
を
す
る
の
は
昼
間
だ
け
。
楽

し
み
は
、
頑
張
っ
た
ご
褒
美
に
夕
食
時
に
ビ
ー
ル
を
飲

む
こ
と
で
す
」
と
お
茶
目
な
一
面
も
の
ぞ
か
せ
ま
す
。

「
今
度
は
ど
ん
な
こ
と
を
書
こ
う
か
な
」。
日
常
生
活
に

ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら
せ
、
小
川
さ
ん
は
毎
週
締
切
日

と
戦
っ
て
い
ま
す
。「
大
好
き
な
仕
事
で
す
か
ら
緊
張

す
る
時
間
も
ま
た
楽
し
い
で
す
」
と
。

俳 

句

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

会社プロフィール

代表取締役　清水 聡博
【事業内容】 中古衣料販売・買取、ダンスス
タジオ運営
【住所】 持田2229―3

株式会社Ｒ
リ
ES

ソ
OM

モ
O5

ゴーゴー
5

夢の実現に向け新たな事業に挑戦

めましてはじ ○ 12月1日㈫～28日㈪に電話またはEメールで
広報広聴課広報広聴担当（内線318）

　※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○ 応募者多数の場合は、1月4日㈪午後2時から市
役所203会議室で公開抽選を行います。

小
林
　
瑛あ
き
と陽 

ち
ゃ
ん （
深
水
町
）

平
成
26
年
12
月
15
日
生
ま
れ

父
・
俊
博
さ
ん　
母
・
郁
恵
さ
ん

「
ず
っ
と
そ
の
ま
ま
で
い
て
ね
♡
」

羽
田
　
航わ
た
る ち

ゃ
ん （
富
士
見
町
）

平
成
26
年
12
月
30
日
生
ま
れ

父
・
周
平
さ
ん　
母
・
晶
子
さ
ん

高
橋
　
志し

ほ歩 

ち
ゃ
ん （
持
田
）

平
成
26
年
12
月
12
日
生
ま
れ

父
・
伸
一
さ
ん　
母
・
美
里
さ
ん

「
の
び
の
び
元
気
に
育
っ
て
ね
☆
」

「
元
気
い
っ
ぱ
い
に
育
っ
て
ね
」

寺
島
　
和か
ず
き希 

ち
ゃ
ん （
長
野
）

平
成
26
年
12
月
11
日
生
ま
れ

父
・
徹
さ
ん　
母
・
奈
保
美
さ
ん

「
跡
継
ぎ
よ
ろ
し
く
ね
ー
（
笑
）」

新
井
　
誠ま
こ
と人 

ち
ゃ
ん （
白
川
戸
）

平
成
26
年
12
月
12
日
生
ま
れ

父
・
啓
晋
さ
ん　
母
・
亜
実
さ
ん

「
こ
の
笑
顔
…

 

し
、
し
あ
わ
せ
で
す
！
」

酒
井 

ゆ
か
り 

ち
ゃ
ん （
埼
玉
）

平
成
26
年
12
月
20
日
生
ま
れ

父
・
聡
さ
ん　
母
・
文
さ
ん

「
ゆ
か
り
の
お
か
げ
で

 

毎
日
楽
し
い
で
す
」

 

荒
木 

小
林
　
康
男

冬
耕
や
ひ
と
り
鍬
音
聞
き
な
が
ら

 

荒
木 

藤
田
　
明
枝

冬
帽
子
ふ
た
り
寄
り
添
ひ
五
十
年

 

斎
条 

小
林
　
英
与

告
別
の
主
見
送
る
葱
畑

 

樋
上 

吉
澤
と
し
子

亡
き
姉
の
形
見
と
な
り
ぬ
藤
袴

 

向
町 

渡
月
　
　
峯

風
紋
の
変
り
身
速
し
秋
の
川

 

門
井
町 

嶋
田
　
　
茂

上
越
の
雪
の
便
り
を
風
に
聞
く

 

荒
木 

藤
田
　
栄
之

光
陰
は
一
瞬
の
夢
星
流
る

 

持
田 

二
瓶
　
弘
子

故
郷
の
訛
を
添
え
て
柿
届
く

 

荒
木 

森
田
　
　
静

短
日
や
母
の
手
仕
事
お
ぼ
つ
か
ず

 

富
士
見
町 

鈴
木
ス
イ
子

銀
杏
散
る
釣
り
人
の
背
の
丸
き
か
な

 

忍 

飯
島
　
素
子

湯
豆
腐
や
会
話
も
弾
む
三
世
代

 

城
西 

鈴
木
　
正
夫

帰
り
花
夢
追
い
か
け
て
紅
を
引
く

 

桜
町 

長
谷
川
さ
く

長
ら
え
て
百
寿
の
集
い
秋
彼
岸

 

南
河
原 

今
村
　
文
女

平
和
謝
す
秋
空
の
果
て
戦
火
あ
り

 

荒
木 

髙
澤
よ
ね
子

背
丈
伸
び
は
に
か
む
曾
孫
豊
の
秋

 

谷
郷 

大
谷
　
峯
生

新
米
や
心
に
重
き
Ｔ
Ｐ
Ｐ

 

佐
間 

須
永
　
節
子

眼
を
病
み
て
読
書
の
秋
も
遠
ざ
か
り

 

下
中
条 

梶
原
　
銃
司

秋
空
や
は
る
ば
る
利
根
へ
コ
ウ
ノ
ト
リ

 

持
田 

関
口
　
　
操

冬
の
旅
背
節
正
し
く
永
平
寺

 

荒
木 

手
島
　
一
海

ほ
ん
の
り
と
松
茸
の
香
や
古
稀
の
膳

 

（
三
沢
　
一
水
　
監
修
）

★★★ 平成26年 12月生まれ のおともだち ★★★

平成27年2月生まれのお子さんを募集します

今
ど
き
の
高
齢
者
の
実
態
と
本
音
を

明
る
く
楽
し
く
紹
介
す
る
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

私
の
作
品

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎ 

俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
、
は
が
き
・
封
書
で

広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

小
川 

有
里 

さ
ん
（
谷
郷
）



催し・募集
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▼
日
時
　
12
月
13
日
㈰
午
後
2
時

開
演　

▼
場
所
　「
み
ら
い
」
文

化
ホ
ー
ル　

▼
曲
目
　「
オ
ブ
ラ

デ
ィ
・
オ
ブ
ラ
ダ
」「
紅
蓮
の
弓
矢
」

「
ア
ラ
ジ
ン
メ
ド
レ
ー
」
他　
▼

入
場
無
料
　
▼
後
援
　
行
田
市
、
行

田
市
教
育
委
員
会　
▼
そ
の
他
　
演

奏
会
の
後
半
に
西
中
学
校
音
楽
部
の

皆
さ
ん
と
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん

だ
曲
を
演
奏
す
る　

▼
問
　
行
田

市
民
吹
奏
楽
団
青
木
☎
０
８
０
―

９
２
６
５
―
７
８
９
１

▼
日
時
　
平
成
28
年
1
月
16
日
㈯
午

後
1
時
〜
4
時　
▼
場
所
　
中
央
公

民
館
第
1
学
習
室
（「
み
ら
い
」
内
）　

▼
内
容
　【
第
1
部
】
尾
上
浩
二
さ

ん
（
Ｄ
Ｐ
Ｉ
（
障
害
者
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
）
日
本
会
議
副
議
長
）
に

よ
る
講
演
「
障
害
者
差
別
解
消
法
と

差
別
禁
止
条
例
―
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

な
社
会
を
―
」【
第
2
部
】
劇
「
障
が

い
者
差
別
っ
て
何
？
」
を
見
て
、
参

加
者
で
差
別
に
つ
い
て
話
し
合
う　

▼
参
加
無
料
　
▼
主
催
　
行
田
市
障

が
い
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ハ
ッ
ピ
ー

ぎ
ょ
う
だ　
▼
後
援
　
行
田
市
、
行

田
市
教
育
委
員
会
、
行
田
市
社
会
福

第
5
回
冬
の
小
さ
な
音
楽
会

や
さ
し
い
言
葉
で
わ
け
な
い
で
！

第
2
弾 

障
が
い
者
差
別
を

考
え
る
２
０
１
５

祉
協
議
会　
▼
申
・
問
　
1
月
8
日

㈮
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
社

会
福
祉
法
人
健
翔
会
大
地
☎
５
５
５

―
６
１
６
６
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
０
１
―

７
５
４
３

▼
日
時
　
12
月
25
日
㈮
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
1
時　
▼
場
所
　
総
合
福

祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
中
庭

（
雨
天
時
は
第
1
研
修
室
）　
▼
対

象
　
①
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方　

②
幼
児
、
小
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護

者
（
親
と
子
だ
け
で
な
く
、
祖
父
母

と
孫
の
組
み
合
わ
せ
も
可
）　
▼
定

員
　
50
人　
▼
参
加
費
　
１
０
０
円

（
保
険
代
を
含
む
）
※
当
日
徴
収　

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾　

▼
申
・
問
　
12
月
7
日
㈪
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
行
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
☎
５
５
７
―
５
４
０
０

▼
日
時
　
平
成
28
年
2
月
7
日
㈰
午

後
0
時
30
分
〜
4
時　
▼
場
所
　
本

庄
市
民
文
化
会
館 

（
本
庄
市
北
掘

１
４
２
２
―
３
）　
▼
内
容
　【
第
1

部
】
横
山
博
美
さ
ん
（
長
瀞
医
新
ク

リ
ニ
ッ
ク
医
師
）
に
よ
る
講
演
「
医

三
世
代
交
流
餅
つ
き
会

講
座
・
研
修
会

第
29
回
埼
玉
県
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
研
修
会

健
康
長
寿
の
た
め
に
今
か
ら
で
き
る
こ
と

▼
日
時
　
平
成
28
年
1
月
9
日
㈯
午

前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分　
▼
場
所
　

中
央
公
民
館
（「
み
ら
い
」
内
）　
▼

内
容
　
①
【
小
・
中
学
校
の
部
】
団

体
戦
（
3
人
1
チ
ー
ム
）、
個
人
戦

②
【
予
選
リ
ー
グ
敗
退
者
】
中
央
公

民
館
長
杯
将
棋
大
会 

③
プ
ロ
棋
士

に
よ
る
指
導
対
局 

④
対
人
詰
将
棋

「
忍
城
攻
防
戦
」
※
①
は
事
前
申
し

込
み
、
③
④
は
当
日
受
け
付
け　
▼

対
象
　
市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
お

よ
び
生
徒　
▼
参
加
無
料
　
▼
持
ち

物
　
昼
食　
▼
主
催
　
行
田
市
教
育

委
員
会　
▼
後
援
　
日
本
将
棋
連
盟

行
田
支
部　
▼
そ
の
他
　
黒
沢
怜
生

（
四
段
）、
中
村
桃
子
（
女
流
初
段
）

に
よ
る
指
導
を
予
定　
▼
申
　
各
学

校
お
よ
び
同
館
で
配
布
し
て
い
る
申

込
用
紙
（
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
12
月
18
日
㈮
ま
で
に
各

学
校
ま
た
は
同
館
へ
持
参
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
提
出
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
３
―

５
７
６
０
※
団
体
戦
と
個
人
戦
の
重

複
申
し
込
み
は
不
可　
▼
問
　
同
館

☎
５
５
６
―
２
６
４
９

イ
ベ
ン
ト

第
30
回
行
田
市
少
年
少
女

将
棋
大
会
記
念
大
会

師
が
語
る
健
康
長
寿
の
秘ひ

訣け
つ

と
は
」

【
第
2
部
】
県
内
の
リ
ハ
ビ
リ
専
門

職
に
よ
る
実
技
を
踏
ま
え
た
講
座

「
リ
ハ
ビ
リ
に
で
き
る
こ
と
」　
▼

定
員
　
１
０
０
人
（
先
着
順
）　

▼

参
加
無
料
　
▼
後
援
　
埼
玉
県
他　

▼
申
　
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、
12
月
14
日
㈪

〜
平
成
28
年
1
月
22
日
㈮
に
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。【
Ｆ
Ａ

Ｘ
】
０
４
８
―
７
７
３
―
１
２
４
９

※
埼
玉
県
理
学
療
法
士
会
、
埼
玉
県

作
業
療
法
士
会
、
埼
玉
県
言
語
聴
覚

士
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し

込
み
可　

▼
問
　（
公
社
）
埼
玉
県

理
学
療
法
士
会
事
務
室
☎
０
４
８
―

７
７
３
―
１
２
４
６

▼
日
時
　
平
成
28
年
1
月
17
日
㈰
午

前
10
時
〜
正
午　
▼
場
所
　
牧
禎
舎

（
忍
1
―
4
―
11
）　
▼
内
容
　
藍

染
め
の
生
地
を
使
っ
て
、
三
角
す

い
型
ポ
ー
チ
を
ミ
シ
ン
縫
い
で
作

る　
▼
講
師
　
田
山
智
子
さ
ん　
▼

対
象
　
小
学
4
年
生
以
上　

▼
定

員
　
6
人
（
先
着
順
）　

▼
費
用
　

1
千
５
０
０
円　

▼
主
催
　
ぎ
ょ

う
だ
足
袋
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

▼

申
・
問
　
12
月
5
日
㈯
か
ら
電
話
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
☎
５
５
２
―
１
０
１
０
（
午
前

プ
ロ
に
習
う
ミ
シ
ン

藍
染
テ
ト
ラ
ポ
ー
チ
作
り

▼
日
時
　
12
月
23
日
㈬
午
後
1
時
開

演　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　
▼
内
容
　
市
内
の
小
・
中
学
校
、

高
校
の
児
童
生
徒
に
よ
る
管
楽
器
演

奏
発
表
会　
▼
入
場
無
料
　
▼
主
催
　

行
田
市
学
校
管
楽
器
教
育
研
究
会　

▼
後
援
　
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行

田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ　
▼
問
　
中

央
小
学
校
☎
５
５
４
―
５
５
５
１

▼
日
時
　
12
月
20
日
㈰
午
後
1
時

30
分
開
演　
▼
場
所
　
羽
生
市
産

業
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
（
羽
生
市

下
羽
生
８
７
６
）　
▼
出
演
　
増
田

和
典
（
指
揮
）、
東
京
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

管
弦
楽
団
（
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）　
▼

入
場
料
　【
前
売
り
】
3
千
５
０
０
円

（
指
定
席
）、
3
千
円
（
自
由
席
）、

1
千
５
０
０
円
（
高
校
生
以
下
）【
当

日
】
3
千
５
０
０
円
（
自
由
席
の
み
）　

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
　
宮
脇
書
店
、

川
島
書
店
他
（
指
定
席
券
の
取
り
扱

い
は
、
フ
ラ
イ
ハ
イ
ト
合
唱
団
団
員
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
事
務
局
の
み
）　
▼

主
催
　
北
埼
玉
に
第
九
を
根
付
か

せ
る
会　
▼
後
援
　
行
田
市
教
育
委

員
会
、
行
田
市
合
唱
連
盟
他　
▼
問
　

同
団
事
務
局
☎
５
５
６
―
３
４
６
３

第
24
回
行
田
市
ス
ク
ー
ル

バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

フ
ラ
イ
ハ
イ
ト
の
第
九

10
時
〜
午
後
4
時
）【
Ｅ
メ
ー
ル
】

m
akitei@

tabigura.net

▼
日
時
　
毎
週
木
曜
日
の
午
前
8
時

45
分
〜
午
後
0
時
45
分　

▼
場
所
　

行
田
協
立
診
療
所
相
談
室　
▼
内
容
　

「
医
療
費
や
生
活
の
こ
と
が
心
配
で

医
療
を
受
け
ら
れ
な
い
」「
退
院
後
の

生
活
や
介
護
が
心
配
」
な
ど
の
相
談

に
医
療
福
祉
の
専
門
職
員
が
対
応
す

る　
▼
そ
の
他
　
要
予
約
（
空
き
状

況
に
よ
り
当
日
相
談
も
可
）　
▼
問
　

同
診
療
所
☎
５
５
６
―
４
５
８
１

▼
受
付
期
間
　
平
成
28
年
1
月
20
日

㈬
〜
29
日
㈮　
▼
応
募
資
格
　
平
成

28
年
4
月
1
日
現
在
、
18
歳
以
上

21
歳
未
満
で
日
本
国
籍
を
有
し
て

い
る
方　

▼
試
験
日
　
2
月
20
日

㈯　
▼
そ
の
他
　
個
別
説
明
を
随
時

実
施　
▼
資
料
請
求
・
問
　
防
衛
省

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊
谷
地

域
事
務
所
☎
５
２
２
―
４
８
５
５

（
〒
３
６
０
―
０
０
３
７ 

熊
谷
市

筑
波
3
―
90
―
1
国
際
ビ
ル
2
階
）

相　
　
談

医
療
・
福
祉
・
介
護

無
料
相
談

募　
　
集

自
衛
官

（
防
衛
大
学
校
生
・
後
期
）

羽生市 
第33回藍のまち羽生さわやかマラソン大会の参加者を募集します
▶日 時　 平成28年3月13日㈰午前9時30分から

時差スタート※雨天決行
▶場 所　羽生中央公園陸上競技場および市内コース
▶種目・定員　 【ハーフ】2,000人【10キロメートル】1,000

人【5キロメートル】500人
　　　　　　※定員になり次第、申し込みを締め切ります。
　　　　　　※ 中学生、高校生はハーフの部への参加は

できません。
▶参 加 費　【一般】3,000円【高校生】1,500円
　　　　　　【中学生】1,000円
▶申込期限　【郵便振替】12月11日㈮（当日消印有効）
　　　　　　【インターネット・羽生市体育館窓口】1月31日㈰
▶そ の 他　 詳しくは羽生市ホームページを参照する

か、大会事務局へ問い合わせください。
▶問い合わせ　 藍のまち羽生さわやかマラソン大会事務局

（羽生市体育館内）☎563―0150

加須市 
加須うどん・こいのぼり検定
　加須のことを、知って楽しむご当地検定です。特に、
加須市の特産品である「うどん」と「こいのぼり」の問
題が多数出題されます。成績上位の方には、表彰状と記
念品が、また、参加者全員に参加賞もあります。ぜひ、
申し込みください。
▶日 時　平成28年2月14日㈰午前10時
▶場 所　加須市役所（加須市下三俣290）
▶申込期間　 12月1日㈫～平成28年1月29日㈮午前8

時30分～午後5時15分（土・日曜日、年
末年始を除く）※詳しくは、加須市ホーム
ページを参照。

▶問い合わせ　 秘書広報課☎0480―62―1111（内線
313）

でかけませんか となりまち

■ ■ ■　北彩タウン情報　■ ■ ■

広告広告



催し・募集

▼
勤
務
期
間
　
平
成
28
年
1
月
12
日

㈫
〜 

3
月
31
日
㈭
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）
※
職
務
内
容
に
よ
り

異
な
り
ま
す　
▼
勤
務
時
間
　
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
5
時
の
5
時
間
30

分
〜
7
時
間　
▼
職
務
内
容
　
受
付

案
内
、
パ
ソ
コ
ン
入
力
、
書
類
整
理

な
ど　
▼
時
給
　
８
７
０
円
（
一
部

交
通
費
補
助
あ
り
）　
▼
募
集
人
数
　

30
人
程
度
（
定
員
に
な
り
次
第
、
募

集
を
締
め
切
り
ま
す
）　
▼
そ
の
他
　

面
接
の
際
に
は
実
際
に
パ
ソ
コ
ン
操

作
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　
▼

申
　
行
田
税
務
署
に
電
話
の
上
、
履

歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
▼
問
　
同
署
☎
５
５
６
―

２
１
２
１
（
音
声
案
内
2
）

▼
開
催
日
時
　
平
成
28
年
2
月
4
日

㈭
〜
7
日
㈰
午
前
9
時
〜
午
後
5

時
（
7
日
は
午
後
3
時
ま
で
）　
▼

場
所
　
羽
生
市
民
プ
ラ
ザ
（
羽
生

市
中
央
3
―
7
―
5
）　
▼
出
品
種

目
　
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
、
写

真　
▼
応
募
資
格
　
羽
生
市
、
加
須

市
、
行
田
市
、
鴻
巣
市
、
熊
谷
市
、

行
田
税
務
署
非
常
勤
職
員

第
58
回
県
北
美
術
展

出
品
作
品

　
ぎ
ょ
う
だ
足
袋
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
は
、
足
袋
と
く
ら
し
の
博
物
館
で

製
作
・
販
売
す
る
藍
染
め
足
袋
の
デ

ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

▼
提
出
締
切
日
時
　
平
成
28
年
1
月

9
日
㈯
〜
13
日
㈬
午
前
10
時
〜
午
後

4
時
（
必
着
）　
▼
提
出
場
所
　
ぎ
ょ

う
だ
足
袋
蔵
ま
ち
づ
く
り
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
（
行
田
5
―
15
）　
▼
参
加
無
料
　

※
応
募
に
か
か
る
費
用
は
負
担
す
る

こ
と　
▼一次
審
査
　
2
月
20
日
㈯

に
牧
禎
舎
（
忍
1
―
4
―
11
）
で
開

催
す
る
「
ア
ー
ツ
＆
ク
ラ
フ
ツ
in
ぎ
ょ

う
だ
」
で
展
示
し
投
票
を
実
施
す
る　

▼
問
　
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
☎
５
５
２
―

１
０
１
０
（
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
）

▼
日
時
　
平
成
28
年
1
月
6
日
㈬
午

前
10
時
〜
午
後
5
時
（
正
午
〜
午
後

1
時
を
除
く
）　
▼
場
所
　
市
役
所

正
面
玄
関
前　
▼
内
容
　
全
血
献
血　

▼
そ
の
他
　
献
血
カ
ー
ド
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
（
お
持
ち
の
方
）　
▼

問
　
埼
玉
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
８
―
７
２
０
―
８
０
０
９

藍
染
め
足
袋
デ
ザ
イ
ン

そ
の
他

献
血

深
谷
市
、
本
庄
市
、
秩
父
市
、
大
里

郡
、
児
玉
郡
、
秩
父
郡
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
（
高
校
生
以
上
）
の

方　
▼
出
品
作
品
　
未
発
表
の
も
の

に
限
る　
▼
出
品
料
　
1
点
に
つ
き

3
千
円
（
搬
入
時
に
納
入
）
※
目
録

贈
呈　
▼
搬
入
日
時
　
1
月
30
日
㈯

は
工
芸
・
書
・
写
真
、
1
月
31
日
㈰

は
絵
画
・
彫
刻
※
両
日
共
に
午
前
9

時
〜
午
後
4
時　
▼
問
　
羽
生
市
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
☎
５
６
１
―

１
１
２
１

322015.12 市報 ぎょうだ33
【住民基本台帳人口】 行田市の人口と世帯 人口83,664 人　男41,645人　女42,019人　世帯数34,010世帯

（平成27年11月1日現在） 10月中の異動　出生53人　転入等163人　死亡80人　転出等224人

古
代
蓮
会
館

手
作
り
紙
ね
ん
土
細
工
講
座

〝
干
支
シ
リ
ー
ズ 

お
サ
ル
さ
ん
〞

▼
日
時
　
12
月
20
日
㈰
午
後
1
時
〜

3
時　
▼
場
所
　
古
代
蓮
会
館
休
憩

所　
▼
協
力
　
佐
藤
孝
子
さ
ん
（
全

国
創
作
ね
ん
土
人
形
の
会
「
サ
ン
・

ク
ラ
フ
ト
・
ド
ー
ル
」）　
▼
参
加
費
　

２
５
０
円
（
材
料
費
1
体
分
）　
▼

そ
の
他
　
別
途
、
古
代
蓮
会
館
入

館
料
が
必
要
【
大
人
】
４
０
０
円　

【
小
・
中
学
生
】
２
０
０
円
※
未
就

学
児
無
料　
▼
申
　
開
催
時
間
中
随

時
受
け
付
けハ

ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト

〜
マ
ス
タ
ー
と
作
る

お
洒
落
な
ハ
ン
ギ
ン
グ
〜

▼
日
時
　
平
成
28
年
2
月
7
日
㈰
午

後
1
時
〜
3
時　
▼
場
所
　
古
代
蓮

会
館
研
修
工
作
室　
▼
内
容
　
鉢
植

え
を
置
く
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
場
所
で

も
、
壁
を
利
用
し
空
間
装
飾
と
し
て

楽
し
め
る
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト

催
日
の
開
始
時
間
ま
で
に
行
田
グ

リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
窓
口
で
受
け
付
け

古
代
蓮
の
里

プ
レ
ミ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト

〜
10
万
石
の
夜
景
〜

　
年
末
限
定
企
画
と
し
て
、
古
代
蓮

会
館
の
開
館
時
間
の
延
長
や
、
売
店

出
店
業
者
に
よ
る
特
別
販
売
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
展
望
室
か
ら
の
す
て

き
な
夜
景
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
12
月
12
日
㈯
〜
25
日
㈮
午

前
9
時
〜
午
後
9
時
（
入
館
受
け
付

け
は
午
後
8
時
30
分
ま
で
）　
▼
場
所
　

古
代
蓮
会
館　
▼
入
館
料
　【
大
人
】

４
０
０
円
【
小
・
中
学
生
】
２
０
０

円
※
未
就
学
児
無
料　
▼
そ
の
他
　

同
館
休
憩
所
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催　

①
12
月
12
日
㈯
午
後
6
時
30
分
（
約

1
時
間
）
潮
崎
ひ
ろ
の
さ
ん
（
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト　
②
12
月
13
日
㈰
午
後
6

時
30
分
（
約
1
時
間
）
り
え
り
り
さ

ん
（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト　
③
12
月
19
日

㈯
・
25
日
㈮
午
後
6
時
30
分
（
約
1

時
間
）
行
田
音
楽
家
協
会
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト　
④
12
月
20
日
㈰
・
23
日

㈬
午
後
6
時
30
分
（
約
1
時
間
30

分
）
加
藤
栄
さ
ん
（
ハ
ー
モ
ニ
カ
奏

者
）
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

古
代
蓮
会
館
迎
春
企
画

タ
ワ
ー
か
ら
み
ん
な
で

み
よ
う
「
初
日
の
出
」

▼
日
時
　
平
成
28
年
1
月
1
日
㈮
午

前
6
時
〜
9
時
（
入
館
受
け
付
け

は
午
前
8
時
30
分
ま
で
）　
▼
場
所
　

古
代
蓮
会
館　
▼
内
容
　
無
料
お
し

る
こ
サ
ー
ビ
ス
、
福
袋
の
販
売
、
は

ず
れ
無
し
の
お
楽
し
み
抽
選
会
。
な

お
、
日
の
出
の
時
間
帯
（
午
前
6
時

〜
7
時
15
分
）
の
展
望
室
利
用
は
、

先
着
70
人
ま
で
。
※
当
日
、
受
け
付

け
時
に
整
理
券
を
配
布　
▼
入
館
料
　

【
大
人
】
４
０
０
円
【
小
・
中
学

生
】
２
０
０
円
※
未
就
学
児
無
料

自
宅
で
か
ん
た
ん
！

身
体
引
き
締
め
運
動
教
室

▼
日
時
　
平
成
28
年
1
月
8
日
〜
2

月
5
日
の
毎
週
金
曜
日
の
午
後
2
時

30
分
〜
3
時
30
分　
▼
場
所
　「
行

田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
会
議
室　

▼
内
容
　
自
宅
で
も
簡
単
に
で
き
る

体
の
引
き
締
め
を
目
的
と
し
た
運
動

を
行
う　

▼
対
象
　
高
校
生
以
上　

▼
定
員
　
各
回
20
人
（
先
着
順
） 

▼

参
加
費
　
一
回
４
０
０
円 
▼
そ
の

他
　
運
動
に
適
し
た
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
（
室
内
履
き
が
無
く
て
も

参
加
可
）
※
小
さ
い
お
子
さ
ん
を
連

れ
て
の
参
加
は
不
可　
▼
申
　
各
開

の
基
本
を
学
ぶ　
▼
講
師
　
染
谷
孝

子
さ
ん
（
日
本
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス

ケ
ッ
ト
協
会
認
定
ハ
ン
ギ
ン
グ
マ
ス

タ
ー
）
他　

▼
対
象
　
小
学
５
年

生
以
上　

▼
定
員
　
30
人
（
先
着

順
）　
▼
参
加
費
　
3
千
５
０
０
円

（
保
険
料
・
材
料
代
）　

▼
申
　
1

月
8
日
㈮
午
前
10
時
か
ら
同
館
窓
口

で
受
け
付
けク

リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時
　
12
月
20
日
㈰
午
後
2
時

開
演　

▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル　

▼
内
容
　
ク
ラ
シ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
【
１
部
】
春
夏
秋
冬
を

テ
ー
マ
に
「
花
火
」「
村
祭
り
」
他

【
２
部
】
ク
リ
ス
マ
ス
を
テ
ー
マ
に

「
ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
」「
ク
リ
ス
マ
ス
メ

ド
レ
ー
」
他 

▼
出
演
　
行
田
音
楽

家
協
会　
▼
入
場
無
料
　
▼
そ
の
他
　

チ
ケ
ッ
ト
の
配
布
は
あ
り
ま
せ
ん
。

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古 代 蓮 会 館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784

クラブ名 日　時 場　所 内　容 対　象 会　費 申し込み・問い合わせ

SAファイト
クラブ

毎週土曜日の
午前10時～ 11時

「行田グリー
ンアリーナ」
剣道場他

ボクシングの動
作を取り入れた
エクササイズな
どを行い、脂肪
燃焼を促進させ
ダイエット効果
を高める

18歳以上の方
（先着順）

月額2,000円
※ トレーニン
グ室など月
4回無料利
用券付き

直接または電話で行田グリー
ンアリーナ☎553－3377
※ 定員になり次第、入会待ち
としての受け付けに変更
※ 原則として入会は月初めの
開催日から

行田グリーンアリーナいきいき＆わくわくエンジョイスポーツクラブ会員

広告広告



　
小
針
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
付
近
に
広
が
る
小
針
遺

跡
の
平
安
時
代
前
半
（
９
世
紀
前
半
）
の
住
居
跡
か

ら
、「
丈
部
鳥
麻
呂
」
と
い
う
人
物
の
名
前
が
刻
ま

れ
た
紡ぼ
う

錘す
い
車し
ゃ
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
紡
錘
車
は
繊
維

に
撚
り
を
か
け
て
糸
を
紡
ぐ
と
き
に
使
う
は
ず
み
車

で
す
。
紡
錘
車
に
は
所
有
者
の
名
を
刻
む
こ
と
も
あ

る
よ
う
で
す
が
、
こ
の
紡
錘
車
は
本
来
の
用
途
を
終

え
て
祭
祀
に
使
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
刻
ま
れ
て

い
る
人
物
は
祭
祀
を
執
り
行
う
責
任
者
で
、
集
落
も

し
く
は
地
域
の
統
率
者
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま

す
。
こ
の
「
丈
部
鳥
麻
呂
」
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
埼
玉
古
墳
群
の
稲
荷
山
古
墳
か
ら
出
土
し
た
国
宝

の
辛し
ん
が
い
め
い
て
っ
け
ん

亥
銘
鉄
剣
に
は
、
剣
を

作
っ
た
オ
ワ
ケ
の
臣
の
一
族

が
代
々
「
杖
刀
人
首
」（
大

王
の
親
衛
隊
長
）
を
務
め
た

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

軍
事
に
携
わ
る
部べ

民み
ん

で
あ
る

「
杖
刀
人
」
が
、
後
に
「
丈

部
」
性
を
名
乗
る
こ
と
が
、

古
代
史
の
研
究
者
に
よ
っ
て

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
辛
亥

銘
鉄
剣
と
こ
の
紡
錘
車
と
で

は
３
０
０
年
以
上
の
年
代
差

が
あ
る
の
で
、
両
者
を
短
絡

的
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
危
険
で
す
が
、
小
針
遺
跡

が
古
墳
時
代
に
は
埼
玉
古
墳
群
を
直
接
的
に
支
え
て

い
た
集
落
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、「
丈
部
鳥
麻
呂
」

が
「
杖
刀
人
首
」
で
あ
っ
た
オ
ワ
ケ
の
臣
の
末ま
つ

裔え
い
で

あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
埼
玉
古
墳
群
を
築

い
た
こ
ろ
の
よ
う
な
権
力
者
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
古
墳
時
代
以
降
も
オ
ワ
ケ
の
臣
の
一
族
が
平

安
時
代
に
至
る
ま
で
こ
の
地
に
留
ま
り
、
地
域
の
有

力
者
で
あ
り
続
け
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
丈
部
鳥
麻
呂
」
に
つ
い
て
は
、
オ
ワ
ケ
の
臣

の
末
裔
で
は
な
く
、
奈
良
時
代
の
天
平
宝
字
８
年

（
７
６
４
）
に
起
こ
っ
た
恵え

美み
の

押お
し

勝か
つ
の
乱
の
鎮
圧
で

活
躍
し
、
武
蔵
国
造
に
任
命
さ
れ
た
丈
は
せ
つ
か
べ
の部
直あ
た
い
不ふ

破わ

麻ま

呂ろ

に
連
な
る
人
物
で
は
な
い
か
と

も
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
破
麻
呂

の
一
族
は
そ
の
後
も
武
蔵
国
造
を
務

め
、
足
立
群
を
本
拠
に
大
宮
の
氷
川

神
社
を
奉
斎
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
一
族
に
つ
な
が
る
人
物
が
、
こ

の
地
で
祭
祀
を
執
り
行
っ
た
可
能
性

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
平
安
時
代
に

軍
事
に
携
わ
る
部
民
の
末
裔
で
あ
る

「
丈
部
」
が
い
た
こ
と
が
、
こ
の
紡

錘
車
の
出
土
か
ら
伺
い
知
れ
ま
す
。

 

（
文
化
財
保
護
課　
中
島
洋
一
）
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成
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1
日 

発
行

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をCDーRに録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。
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い
に
し
え
の
行
田
を
探
る
33

行
田 

歴
史
系
譜
261

丈は
せ
つ
か
べ
の部

　
鳥と

り

　
麻ま

　
呂ろ

　北小学校の体育の授業では、今年から地下足袋を
導入しています。11月5日に行われた跳び箱の授業

では、4年生の児童が回転技である台上前転に挑戦。足にフィット
する足袋独特の感触を味わいながら思い切って踏み切り、見事な着
地を決めていました。

このコーナーで紹介する施設を募集していますので、希望
される場合は広報広聴課までご連絡ください。

　今
こん

月
げつ

は平
へい

成
せい

24年
ねん

6月
がつ

に開
かい

設
せつ

された「大
だい

地
ち

」に行
い

ってきたよ。ここは
木
もく

造
ぞう

平
ひら

屋
や

建
だ

てで、温
あたた

かみを感
かん

じる「木
き

」にこだわった施
し

設
せつ

なんだ。パン
工
こう

房
ぼう

もあるんだよ。すご～い！
　現

げん

在
ざい

、この施
し

設
せつ

を利
り

用
よう

しているのは21人
にん

。午
ご

前
ぜん

中
ちゅう

はパンやクッ
キーのラッピング袋

ぶくろ

に値
ね

札
ふだ

シールを貼
は

り付
つ

けたり、農
のう

作
さ

業
ぎょう

やリサイ
クル活

かつ

動
どう

を行
おこな

ったりと仕
し

事
ごと

に励
はげ

んでいるんだ。その代
か

わり、午
ご

後
ご

は
レクリエーションタイム。農

のう

場
じょう

で取
と

れた野
や

菜
さい

を一
いっ

緒
しょ

に料
りょう

理
り

して食
た

べ
たり、簡

かん

単
たん

な実
じっ

験
けん

をしたりして楽
たの

しんでいるよ。プログラムが毎
まい

日
にち

違
ちが

うので、利
り

用
よう

者
しゃ

は生
い

き生
い

きとした生
せい

活
かつ

が送
おく

れているんだって。
　12月

がつ

のクリスマス会
かい

は、総
そう

勢
ぜい

100人
にん

が集
あつ

まってパーティーが開
ひら

か
れるんだよ。既

すで

にかわいい飾
かざ

り付
つ

けもされていてクリスマスムード
全
ぜん

開
かい

！サンタさんを迎
むか

える準
じゅん

備
び

はバッチリだね。

【住所】小見1144―2　【電話番号】555―6166

「丈部鳥麻呂」の名が刻まれた紡錘車

ってきたよ。ここは

福祉施設編
こぜに

with
フラべぇ

がちゃん
行く!大

だ い

　地
ち

（運営：社会福祉法人健翔会）
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